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序論

モ ダニズ ムと中東欧の芸術 ・文化

新しい世界図と人文学形成への第一歩

圀府寺 司

1.「モダニズムと中東欧の芸術文化」研究会(MCE)

「モ ダニ ズム と中東欧 の芸術 文化研 究会 」(略称MCE:ModernismandCentral-andEast-Eu-

rope)の 活動 は今 か ら約4年 前 に まで遡 る。「中東欧 」と題 して はい るが、 そ の活 動 のね ら

い は中東欧地 域の 芸術文 化そ の ものの研究 に とどま らな い。研 究 のね らい は、中東 欧 を含

め た ヨー ロ ッパ な らび に近隣 地域 の近代諸 芸術 を、 国境 を取 り払 って 、 よ り包括 的、動 態

的 に捉 え る こ と、 ナ シ ョナ リズ ム に大 き く支配 され て きた、 諸芸 術 をめ ぐるナ ラテ ィヴ

の、 あ るい はパ ラ ダイム を見 直 し、 書 き換 え る ことにあ る。

中東 欧 に焦 点 を当て た理 由は、大 阪大学 に この地域 への 関心 を向 けつつ ある研 究 者が比

較 的多 か っ たこ と、国家 、 国境 の枠組 み が不安 定 であ る こ と、多 くの 「マイ ナー」言 語 を

包含 した多言 語社 会空 間であ る こ と、 この地域 が冷戦 後の今 、 ま さに大 きなシ フ トを経験

している とい うこ とな どであ る。 また、近 年 にな って、 日本 の芸術研 究 にお いて もこの 地

域 を専 門 とす る若 手 ・中堅研 究者が 現れ て きた ことや、冷戦 後、 各国 か ら情 報や 人が次 第

に入 りやす くなって きた こと も理 由の一部 で ある。

国境 を取 り払 うと と もに、 学 問分 野 間の境 界 も取 り払 った。20世 紀 の前衛 芸術 運 動 は

ジ ャ ンル問 の横断 をそ の特徴 としてお り、 美術 史、音 楽学 、演劇 学 といっ たジ ャ ンルの枠

は研究 の邪魔 になる可能性 が あるか らで ある。 ただ、 ここで全 ジ ャンルに言 及す る余裕 は

ない ので、美 術史 に関 して、 これ までの チ ャー ト、 ナ ラテ ィヴの見直 し、書 き換 えの意義

を まず示 して お こ う。 モ ダニズ ム美 術 の物 語 は、 ア ル フレ ッ ド ・バ 厂ILが そ の チ ャー ト

を描 い て見せ た ように[図1]、 フラ ンス 美術 か らアメ リカ美術 へ の流 れ と して、「幾 何 学

的抽象 」と 「非 幾何 学 的抽 象」とを到達 点 とす る流 れ として記述 され て きた。 それ は、絵

画が不 純 な もの を振 るい落 と し、純粋 絵 画に なる までの 目的論 的な物語 と して作 り上 げ ら

れ、 この物語 を基準 と してあ らゆ る現象 は価値付 け され、取 捨選 択 されて きた。

舞 軅 凱 ムと轡 默繰 欝 鱸 007
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モ ダニズ ム芸術(観)の 生成期 におい て、 中東欧 地域 の芸術 運動 や 中東欧 出身 の芸術 家、

批 評家 らが大 きな役 割 を果 た した こ とは 間違 い ない。 アル フ レッ ド ・バ ーがそ のチ ャー ト

のふたつ の帰結 点 とみ な した 「幾 何学 的抽象 」と 「非幾何 学 的抽 象」とい う二つ の傾 向に し

て も、そ の起源 をた どれ ばオ ラ ンダ出身の モ ン ドリア ン、 ロシ ア出身の カ ンデ ィンスキ ー

とマ レー ヴ ィチ に遡 る。 いず れ も近 世以 降 の美術 の 主流 を形成 した国 の 出身者 で はない。

バ ーが ア メリ カにお ける モ ダニ ズム の到達 点 の ひ とつ とみ な した抽象 表 現主 義 に して も、

そ の主要 な構 成 メ ンバ ーや 支持者 の多 くは東 欧か らの移民 や移 民 の子 供 であ った。名前 を

あ げれ ば、 マー ク ・ロス コ(ラ トヴ ィア)、 バ ー ネ ッ ト ・ニ ューマ ン(ポ ー ラ ン ド)、ク レ

メ ン ト ・グ リー ンバ ーグ(リ トアニ ァ)な ど枚 挙 にい とまが ない。 さ らに、 彼 らの多 くは、

東 欧のデ ィア スポ ラを逃 れ て きたユ ダヤ系 移民 とその子孫 で あった。 これ らの人 々 に芸術

活動 の 「場」を提供 したの が、パ リであ り、 ニュ ー ヨー クだ ったの であ る。提 供 され た芸

術活 動 の 「場 」と芸術 の担 い手 の 出身地 が大 き く異 な る場 合 で も、 ナ シ ョナ リズ ム的 な歴

史記 述 はこれ らの場 で起 こる現 象 を 「フラ ンス美術 」、「アメ リカ美術」とい うよ うに、 「国

家」の枠 に閉 じ込め て語 るのが一般 的 であ った。

本 来、 そ こで生 じた現 象 は、 国境 を超 え た越 境 的現 象 として、包括 的 に理 解 され なけれ

ば な らなかっ たはず であ る。 しか し、現 実 にはそ の ような研 究 は なされ てこ なか っ た。 そ

の理 由 は、近代 芸術 な らびに近代 芸術学 の生成 が 、 も ともと近代 国家 の形成 と密接 に結 び

つ いてい た こ と、 さ らに は、第二 次大 戦後 の冷 戦体 制 に よって、西洋 世界 の約半 分が芸 術

を語 る(西 欧側 の)ナ ラテ ィヴか ら抜 け落 ちる結 果 にな った こ とで あ る。「鉄 の カー テ ン」

に遮 られ て、冷 戦前 の芸術 情況 の包括 的 な研 究 は大 幅 に遅れ 、資料 や情報 も、研 究者 もほ

とん ど提供 、交換 されない状 態 にな った。東側 、西側 諸 国の いずれ にお いて も研 究の遅 れ

は著 しい。 しか し、冷 戦構造 の崩壊 後 、中東 欧地域 との交 流が活 発 にな り、現地 の研究 者

も国外 との コ ミュニ ケー シ ョンを求め は じめ、本格 的 な共 同研 究が可 能 にな りつ つ ある。

従 来、 日本 で も中東 欧研 究は行 なわ れて いたが、 主 に言 語、 文学、社 会科 学の 分野 が中

心 で、芸術研 究 にお いて この地域 を専 門 とす る研 究者 は、 ご く少 数の例 外 を除 けば皆無 と

い って よかっ た。 また、言語 、文学 、社 会科学 な ど他 分野 の研究 者 も、基本 的 には ロシア、

ポ ーラ ン ド、ハ ンガ リー、 チ ェコな ど個 々 の国の専 門家 であ り、言語 の壁 もあ って、 中東

欧地域 を包括 的 に取 り扱 うこ とは困難 であ った。近代 芸術 の領域 にお いて は、中東 欧 と西

欧諸 国間 の国境 の壁 を越 えた人的、物 的 、精神 的交流 こそ が重要 な意義 をもって いた ため、

一言 語、一 国家 を基本単 位 とす る研 究 ではそ の全容 は到底捉 え きれ なか ったので あ る。

饕 鷽タ雛 嬬 纏 鰍 勲 ・難 009
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[図2]第 一 次 世 界 大 載 後 の 中 東 欧 の 地 図

(Grqβ θr猛5'oη56加7晩1履1α5,drltter驚ll,Neuzelt,Munchenl981よ り)



また、 国境 を越 えた 芸術 家 の 交流 が活 発 に な る19世 紀 末、20世 紀 初頭 の時 代 よ りも

ず っ と前 か ら、 国家や言 語 の枠 で捉 えられ ない芸術活 動 は存 在 してい た。土 地所有 権 を認

め られず 、 どの 国家 に も確 固 と した安住 の地 を見つ け られない でい たユ ダヤ人や ロマ な ど

の活動 で ある。彼 らは居 住す る国 の国語 と同 時 に、 イデ ィ ッシュ語 な ど国家 言語 に な りえ

ない独 自の言 語 も合 わせ 用 いた。 ク レズ マー音 楽、 イデ ィ ッシュ演劇 とい った独 自の、 国

家 公 認 とはな らな い芸術 を作 り出す一 方 で、 居住 国 に 同化 して 国民 的芸 術 の担 い 手 に も

な った。 ユ ダヤ 人の 多 くが も とも と中東 欧 に住 み、 そ こを追 われ て西 欧 、 アメ リカへ と

移 った こ とを考 え て も、 まず は中東 欧 に焦 点 を当 て る こ とに は正 当な意 義 が ある と考 え

た。ユ ダヤ系 の人 々の芸術 との関 わ りの総 体 は、周縁 的 な現 象 として 片付 け るにはあ ま り

に重要 で あ り、 しか し、 従来 のナ シ ョナ リズ ム的 な語 りに収 め る ことはで きない性 格 の も

ので ある。 この よ うな現象 には、 あ きらか に新 しい アプ ローチが 必要 に なる。

MCEは ポス ト冷 戦時代 の新 しい芸術 学 を地 図化(マ ッピ ング)す る ための最 初 の試み で

あ る。 ここでは主 に美術 につ いてそ の意義 を述べ たが 、本研 究が学 際 的な アプ ローチ を と

る以上 、芸術 ジャ ンル に よって従来 の地 図 も、 これか ら描 くべ き地図 も微妙 に異 なって い

る。 た とえば、 美術 にお い て、近 世 か ら近 代 にか けて の中心 的 「場 」は大 まか に言 って イ

タリア、 フラ ンス、 アメ リカにあ るの に対 し、 音楽 で は近代 において 中心が ドイッ、 オー

ス トリアな どや や東 にず れ 、演 劇 で はロ シアの比重 が大 きくなる。つ ま り、 美術 に比べ れ

ば従 来 か ら中東欧 の比 重 は大 きか った。 しか し、 それ で も 「鉄 の カーテ ン」が 妨 げ となっ

て、 フ リーハ ン ドで な ら描 けた はず のチ ャー トが描 け なか った こ とに変 わ りは ない。

この 数年 間 に アメ リカ合衆 国な どで 、 中東 欧の 近現 代 美術 に関す る展 覧 会、 出版 物 が

徐 々に出 は じめ てい る。 しか し、 それ らは まだ啓蒙普 及的 な性格 の強 い ものであ り、 中東

欧 との緊密 な共同研 究 に基づ くもの で もない。 そ れだ け な ら時 間 と蓄 積 の問題 で あ って、

いず れ本格 的 な研 究 も、協 働 も実現 してい くだろ う。 問題 なの は、 これ らの研 究、 特 にア

メ リカで行 なわ れて いる研 究 が、既存 のモ ダ ンア ー ト概念 を批判 す る ように見 えてい なが

ら、結 果的 に、周縁 的 な現象 を既存 の概念 に組 み込 む作 業 に陥 る危 険性 をは らん でい るこ

とで ある。

す っか り流 行 語 にな った 観 の あ る 「グロ ーバ リゼ ー シ ョン」の御 旗 の 下、 芸術 研 究 も

欧米 だ けで な く、世 界 の他 の諸 地域 の現象 を吸 い上 げる よ うにな り、「ワー ル ドアー ト」、

「世界 美術 史 」とい った用 語 もか な り頻繁 に使 わ れ る ように なっ て きた。展 覧会 で も東 欧

舞 轢 篇鵡 と囎 瀚 飆 ・蝋 011
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地域 も含 め た表 現主 義美術 展、 ア ジア を含 めた キュ ビスム展 といった ものが 開催 され るよ

うにな って きた。 これ らのス タ ンスが は た して世 界の諸 地域 の個別性 とい う もの を本 当 に

認 めて い く立場 なの か、 あるい はその ような見せ か けを装い なが ら実 は単 にすべ て の地域

を資 本主義 の世 界市場 拡大 の標 的に してい るだ けなのか 、そ の点 も しっか りと見 据 えてい

く必 要が あ る。

私 自身、 ユ ダヤ系 の美術 家 、批 評 家、 画 商、 コレク ター な どにつ い て研 究 を進 め る 中

で、7ヶ 月 とい う比 較的 短期 間 なが ら研 究拠 点 をワル シ ャワに求 め、1960年 にワル シ ャワ

で 開か れ たAICA(国 際美術 批 評 家連 盟)の 国 際会 議 につ い て の調査 を行 って きた。「モ ダ

ンアー トの国民 性 と国 際性 」とい うテーマ の もとに 開催 された この会 議 は、冷戦 体制 の 中

にあ って モ ダンアー トをめ ぐって どの ような議論 が展 開 され てい たのか を知 る興味深 い材

料 であ る。現 代 の ポス ト冷 戦体 制 と事 情 は違 う もの の、 「国民 性 と国 際性 」とい う類似 の

テー マ はなぜ と りあ げ られ 、 どの ように展 開 し、受 け入 れ られたの か。 この点 は現代 の問

題 を考察す るに当 たって も有益 であ る と考 え る。収 集 して きた膨大 な資料 をまだ十分 に整

理、消 化 し切れ ない ため、 この テーマ に関す る最終 的 な論文 は残念 なが らこの報 告書 には

掲載 で きないが 、いず れ近 い うちに ま とまった形 で発表 す る予 定で あ る。

実 際、 自分 自身が この領域 に研 究 をシ フ トし、 この研 究 空 間に 身を置 い てみ る こ とで、

これ まで 自明 の こ との よ うに思 われ てい た 数 々の事 を相 対 化す る こ とが で きた。 た とえ

ば、西 欧、 アメ リカ、 日本 な どにお け る展 覧 会市場 の存 在 、つ ま り、美術 の 生産 、流 通、

受 容、 そ して研究 に至 る まで が、展 覧会 市場 のメ カニズ ムの 中で動 いてい.るとい うこ とで

ある。 沢 山の展覧 会が ひっ き りな しに 開かれ てい る とい う状 況 に どっぷ りつか ってい た者

に とって は、展覧 会が少 な い とい う状況 は実感 しに くか った だろ う し、 また、美 術品 と入

と金が 激 しく行 き交 う とい う状 況 を相対化 して観察 す るこ とは難 しかった だろ う と思 う。

題材 が 美術 に偏 って しまった が、 上記 の ような関 心 と問題 意 識か ら、MCEの 狙 い は ご

理 解 いただ けた と思 う。研 究会 で は、既存 の学 問分 野の かな り煮 詰 まった議 論の や り取 り

とは違 い、新 鮮 な情報 と視点 が多 く流 れ込み、 参加 者 自身、そ して特 に若 手の研 究者 がい

ろい ろ な意味 で変 身、 成長 してい くの を実 感 で きた。 この 実感 はMCEの 大 きな成 果 だっ

た と考 えて いる。
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2.活 動成果 と展望

MCEは 定 例 の研 究会 を隔 週程 度 のペ ース で行 な い、内外 の研 究 者 の講演 と、討論 、大

学 院授 業 「イ ン ター フ ェイスの 人文 学演 習」を兼 ねて行 なって きた。 そ の他 に、2004年 度

に は筆者 が調 査 の ため に滞 在 中の ポ ー ラ ン ドで ワー ク シ ョップ を、2005年 度 には大 阪 で

二 つ の国際 シ ンポ ジウム 「越境/モ ダ ンァー トTrans-boundaryinModernArt」 、「中東欧 の

近 代芸術 」を行 なった。

ポ ーラ ン ドの ワー クシ ョップ はワル シャ ワ旧市 街 中心部 にあ るポー ラ ン ド美術 史協会 で

開催 した。 日本 か ら中堅 、若手 の美術 、音 楽、文 学研 究者が研 究発 表 し、ポ ー ラ ン ドの研

究 者 か らの反応 も よ く、 非常 に有意 義 な集 ま りに なった。 その後 、 この ワー クシ ョップ開

催 の 中心 的役 割 を果 た した イエ ジー ・マ リノ フス キー教 授 の所 属 する トル ン大 学 に場 所 を

移 し、 同校 の学生 も交 えて研究 会 を行 なった。

先述 のAICA国 際会 議 につ いての研 究発 表 を最初 に行 ったのが 、 この ワー クシ ョップ で

あ る。 ワル シ ャワに滞在 しなが らこの会議 の アル ヒー ブを調査 してい たが、半 年近 くた っ

て も見 つか った資料 は比較 的少 な く、調査 は難航 して いた。 ところが、 ワー ク シ ョップ の

発 表 を聴 きに来て いたAICAポ ー ラ ン ド現 支 部長 の ドロー タ ・モ ンキエ ー ヴ ィ ッチ の口 か

ら、発 表 の後 で は じめて 「自分が ほぼ まと まった資料 をもっ てい るので調 査 しに来 て くだ

さい 」との言 葉 を聞 いた。 「資 料 は どっ さ りあ るが きちん と整 理、発 表 して くれそ うな 人

が いなか った」との こ と。 そ の後 、膨 大 な資料 を閲覧 し、複 写 も持 ち帰 る ことが 出来 た。

その意 味で この ワー クシ ョップは私 自身 に も大 きな成 果 を もた らして くれた が、 日本か ら

参 加 した若手研 究者 もこの ワー クシ ョップ参加者 の紹介 で 関連研 究者 との コ ンタク トを と

り、多 くの研 究成果 を得 て いる。

2005年 度 に大 阪 で開催 した二 つ の シンポ ジウム に は、ポ ー ラ ン ド、 アメ リカ、 オ ラ ン

ダ、ハ ンガ リー、 ルーマ ニ ア、 イギ リス、 ロシア、 日本か ら研 究 者が参 加 して発表 し、参

加 者 には ブルガ リア、ス ロヴェニ ア出身者 もい た。 また、 シ ンポ ジウムの折 に来 日で きな

かっ たヘ ブライ大学 の ズ ィー ヴ ァ ・ア ミシ ャイ ・マ イセル ズ教授 には大 阪大学 で の集中講

義 をお願 い し、MCE研 究 会 で も国立 国 際美術 館 で 講演 を して いた だい た。 多 国籍、 他民

族 、多言 語空 間 となった シ ンポ ジウム、講演 会場 での会 合 は多 くの実 りをもた ら して くれ

た と思 う。 ただ、 もう少 しゆっ くり時 間をか けて議論 す る時 間が とれ れば、実 りは さらに

大 き くな ってい ただ ろう。
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シ ンポ ジウム に合 わせ て 『ア ヴ ァ ンギ ャル ド宣 言 一 中東欧 の モ ダニズ ム』(井 口壽 乃

圀府 寺 司 編、2005年 、 三元社)も 刊 行 した。 この本 は両対 戦 間期 に 中東 欧で刊 行 され た

アヴ ァンギ ャル ド芸術 の宣 言文 を集め 、翻訳 した もの で、初 めて 日本語 に翻訳 され た もの

が大 半 を 占め る。 また、COE「 イ ンター フ ェイス の人 文学」の 最終 年 にお け る国際 シ ンポ

ジウム では、 ク レズ マー音 楽の世 界的 な研究 者で あ り演 奏家 であ るア ラ ン ・バ ー ン氏 らを

招 いて、 ク レズ マー音 楽の レクチ ャー ・コ ンサー トも開催 した。 日本で これ ほ ど本格 的 な

レクチ ャー ・コ ンサ ー トが 開か れた のはお そ ら く初め ての こ とで あろ う。

新 しい領 域 で の3、4年 の研 究 は、 もちろ ん未 完で あ り、 こ の報告 書 も中間 報告 書 と呼

ぶべ きで あ る。MCEで 得 られ た もの を どの よ うに発展 させ るか が今 後の 課題 だ が、折 り

よ く、来年 度か ら大阪 大学 と大阪 外国語 大学 が統合 す る・ことに なった。東 欧や 北欧 も含 む

二十 数 ヶ国語 の教育研 究の伝 統 を もつ大 学 と統合 す るこ とに よ り、越 境 的研究 の可 能性 は

さ らに大 きく広 が る。 今後 は、MCEを 継続 、発 展 させ 、 中東 欧以外 の地域 につ いて も芸

術 の越 境 的現象 を研 究す る可 能性 も広 がっ て きた。 このtransnational、trans-culturalとで も

呼ぶべ き研 究 は、新 しい拠 点で しっか りと根付 い て成長 す るべ き研 究領域 で あ り、 いずれ

現代 と未来 の世界 に不 可欠 な もの になって い くで あ ろう。

[こうでらつかさ ・大阪大学大学院文学研究科教授]
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中 ・東欧民俗音楽研究のための序説

伊東信宏

筆者 は、「モ ダニ ズム と中東 欧 の芸 術 ・文化 」とい う研 究 グル ー プが立 ち上 が った の と

時 を同 じく して2004年 度 に大 阪大 学大 学院 文学研 究科 に配 置換 え とな った。 この研究 グ

ルー プが 目指 す ところ は、以前 か ら筆 者が抱 えていた テーマ に近 い もの だっ たので、 その

活 動 に も積極 的に 関わ って きたつ も りで ある。 幾人 もの ゲス トを授 業 に迎 えて話 を聞 き、

自分で も発表 を し、 さらに国 内 と海外 の両 方で シ ンポ ジ ウムを開催す る、 といった経験 を

通 じて、か な り漠 然 と した 「興 味」か ら出発 した 自分 の研 究 テーマ が次 第 には っ き りした

核 を持 って いる こ とに気づ か され るこ とになっ た。

本報 告 書 に収 め られ た研 究 の うち筆 者 が 関わ っ た もの(中 村 、横 井、Zhivkova、Clair、

BecklesWillson各 氏 の論 考)に つ い て言 えば、 そ れ ら は東 欧 の 音 楽 に関 す る研 究 で ある、

とい う以外 あ ま り共 通点 もな い ように見 えるか もしれ ない。 けれ ども、著 者 と して は、一

応 ここに はあ る連 関が あ る と考 えて いる。 っ ま り、筆 者が前提 としてい る或 る一 つ の 「視

角 」か ら見 る と、 これ らの論 考 は無関係 なバ ラバ ラの 主題 を扱 ってい るの で はな く、一 つ

の大 きな主題 の各論 ない し変奏 とも言 うべ き関係 を持 ってい るの であ る。 この視 角 を或 る・

程 度共有 しておか ない こ とに は、 これ らの論 考が こ こに集め られ てい る意 味 は うま く伝 わ

らない ので はないか と思 われ る。そ こで、 その概 略 を説 明 し、 さ らに中 ・東欧民 俗音楽 研

究 とい う筆者 自身 の関心 のあ り方 につ いて い くつ かの ポイ ン トを示す こ とを本稿 の 目的 と

したい。

***

著者 は近年 、 自分 の音楽 学的 関心 の行 き着 く とこ ろが 、 自分 が生 まれ育 って きた現代 の

日本の音 楽状 況 を どう捉 えるか 、 とい うこ と以外 に はない とい うこ とをます ます 強 く感 じ

てい る。 もうち ょっ と正確 に言 うと、 自分 があ る音 楽 に魅 きつけ られた り、別 の音楽 に は
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見 向 き もしなか った り、 とい うような こ とは、 どこま.でが 自分 自身の判 断で あ り、 どこか

らが状 況や環境 に よっ て左 右 され てい るのか、 その メカニ ズム を見 極 めた い、 とい う気持

ちがあ る。 そ して 、 これ と表裏 一体 の事柄 と して、現在 我 々がそ の中 に否応 な く巻 き込 ま

れて しまって い る音 楽消 費 の現状 が、 どの ような シス テム に よって成 り立 っ てい るのか 、

そ こには別 の可能性 は ないの か、 とい うよ うなこ とを考 える。つ ま り、 自分 の音楽 的好悪

や 趣味 が決 して 「自然」にで きた もので はな く、 また現 在の音 楽 的状況 も 「自生」的に成立

した もので はな く、そ こに はなん らかの シス テムが介在 してい る、 とい うこ とが気 に なっ

て仕方 が ないの だ。細 川周平 氏 の言葉 を借 りれ ば、 それ は 「世界 音楽 シス テム」[・1]のあ り

方 を見極 め たい、 とい うこ とにな る。

突拍 子 もな い話 に聞 こ えるか もしれ ないが 、そ の 「システ ム」の根幹 が、 実 は中東 欧 の

音 楽(特 にそ こで村 に伝 わっ ていた楽 師 たちの音 楽)に あ る、とい うのが 筆者 の仮説 的 「視

角 」で あ る。 ち ょっ と順 を追 って説 明 してみ よう。 まず[図1]を ご らんい ただ きたい。

王侯

貴族 ・聖職者

教会と宮廷の音楽

大文字の文化

汎ヨー ロッパ性

↑

農民の文化

各 国 の 民 謡

↓
民衆文化

民族の固有性

[図1]

[図1]は 通 常、 ヨー ロ ッパ の民衆 文化 の構造 と して理解 されて いる もの を単 純 に図式化

1 細川周平 「世界のブラスバ ンド、 ブラスバン ドの世界」(阿部勘一ほか編 『ブラスバ ンドの社会史=軍 楽隊か ら歌

伴へ』青弓社、2001年 、第56-81頁)
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した もので あ る。 中世か ら近代 にか けて の ヨー ロ ッパ の音楽 文化 は、汎 ヨー ロ ッパ的 な「大

文字 の文化」の層(点 線 の上)と 、民俗 的な個 別層(点 線 の下)と か ら成 っ ていた。 汎 ヨー ロッ

パ 的 な層 とは、各地 の典礼 の共 通化 を 目指 した教 会音 楽で あ り、 また 国際 的 な婚 姻 関係 に

よって共 通の しきた りや作 法 とい う もの を持 っていた各 地 の宮 廷音 楽 のこ とであ る。 ここ

まで は主 に ラテ ン語(な い し宮廷 の共通 言語 としての フ ランス語)と 、五線 譜の世 界 だ。(そ

うい う 「標 準語 」が あ ったか らこそ、逆 に宮廷 舞 曲で はアル マ ン ド(=ド イ ツの)と か、 ポ

ロネー ズ(=ポ ー ラ ン ドの)と か 、ウ ンガ レス カ(=ハ ンガ リーの)と か、シチ リアー ノ(=

シチ リア島 の)と い う地 方 的な偏差 、 つ ま り 「方言 」も際立 ち得 た、 と言 える)。 これ に対

して、 フ ォー ク ロア、す なわ ち農民 たちの音 楽 は、 共通 の言語 を持 たず、 楽譜 に よってで

はな く地域 社会 の 中で口頭伝 承 され、 その地域 ご との特 質 を長 い年 月 にわた って育 んで き

た と考 え られ る。そ して、19世紀 後半 に音楽 にお ける民族 主義 とい う もの が問題 となって、

各民 族独 自の音 楽的特 質 を明確 にす る必 要が 生 じた とき、そ の拠 り所 とされ たのが、 この

音楽 的 フ ォー クロ アの世界 だ った。バ ル トークがハ ンガ リー、 と りわけそ の淵源 としての

トラ ンシル ヴ ァニ アの民俗音 楽調査 を行 い、 それ を基礎 として 自らの語法 を築 いてい った

こ とは言 う まで もな く、 ヤナ ーチ ェ ク(チ ェ コ、 と りわ け故郷 モ ラ ヴィア)も 、 シマ ノ フ

ス キ(ポ ー ラ ン ド、 と りわ けザ コパ ネの 山岳 地方)も 、 エ ネス ク(ル ーマ ニ ア、 と りわけ

モ ル ドヴ ァ)も 、中東 欧の この時代 の作 曲家 たち はだい たい似 た ような体験 を持 って いる。

また、 フ ァリ ャ(ス ペ イ ン、 と りわけ ア ンダル シア地方)の よ うに ヨー ロ ッパ の西 の外 れ

と も言 える地域 の同世代 の作 曲家 に もこの体験 は、或 る程 度共通 してお り、 さらにス トラ

ヴ ィンス キー のご と く、 フ ォー クロ リズ ム に批 判的 な こ とを言 明 したが る作 曲家 にお いて

す ら、実 際 にはその影響 は決 して無 視 で きないほ ど大 きか った。

こ うい った二分 法、 す なわち 「普 遍 的」ハ イカル チ ャー と 「民俗 的」サブ カルチ ャー とい

う図式 は、 「民 族 主義 」が そ の後長 く国際 政治 の世 界 で実体 的 な力 を持 ってい たの と同 じ

程 度 に、 音楽 の世 界で も有効 であ り続 けた。 と りわ け比 較音 楽 学や各 国音 楽 史が、 「民 族

主義 」を無 意識 の うち に深 い ところに取 り込 んで しまっただ け に、音 楽 学の世 界 では、 こ

ういった 図式 は近 年 まで根本 的 な ところで は揺 らい でい なか った、 とい えるだ ろ う。そ し

て、 この こ との陰 で、音 楽 の世界 にはあ る盲 点が生 じてい た。 その盲 点 とは、 「も う一 つ

の」普遍 的音楽 、諸民 族 の問 にあ ってそ れ を繋 い でいた音 楽、 あ るい は各 民族 固有 の民俗

音楽 を浮 かべ る溶 媒 の ような働 きを して いた音 楽の存 在 を どの よ うに扱 うか 、 とい うこ と

と関連 してい る([図2])。
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[図2]

具 体 的 に言 えば、 それ こそ が筆者 の関心 の焦 点 であ る、東 欧 にお ける ロマ(ジ プシー)や

「ク レズ マ ー」と呼 ば れた ユ ダヤ 人の 大衆 音 楽 で あ る。 こ うい った村 の器 楽奏 者 た ちは、

まず民 族的 にマ イノ リテ ィない しア ウ トサ イダーで あ るこ とが多 く、 さらに社会 的階層 と

して蔑視 されて きた経緯 もあ って、 「研 究 」の対象 と され難 か った し、そ のハ イ ブ リ ッ ド

性 の故 に、民 族音 楽学 的対象 として も、音 楽 史的対象 と して も周 縁 的な存在 と見 な されて

きた。 つ ま りあ る民族 の音楽 を記述 す る際 には、そ の民族 の音 楽的 な固有性 を描 くこ とが

優 先 され、 お もに彼 らの言語 による農民 の歌、 す なわ ち民 謡が精 査 され たの に対 して 、隣i

の民族 との 中 間にあ ったハ イブ リ ッ ドの文化 、あ るい はそれ ら双方 に村 の 器楽 を提 供 して

きた楽 師 たちの音 楽 は、周縁 的 な もの と見 な され て、あ ま り真 面 目に取 り上げ られて こな

か ったわ けで ある。つ ま り、 これ まで のハ イカルチ ャー/サ ブ カル チ ャー 、貴族 や教会 の

普遍 的文化/民 俗 文化 、 といっ た二層構 造で は な く、教会 音楽 と宮廷 音楽/農 民 音楽/楽

師の音 楽 とい う三層構 造 として音 楽 文化 を捉 え、 さ らにその うちの最上 層 と最 下層(そ れ
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を単純 な上 下 関係 で捉 え る ことに は問題が あ るのだ が)と が、 それぞ れの や り方 で なん ら

かの普 遍性 を持 ってい た と考 え る、 とい うのが 本書 の仮説 であ る。

そ して これ まで の見方 を逆転 して、一度 周縁 の側、 ハ イブ リ ッ ドの側 か ら見 てみ る と何

が見 えて くるか、 とい うのが筆 者の基 本 的な視座 だが 、 これは必 ず し も全 く新 しい試み と

い うわ けで は ない。 近年 、 こ うい った 試み は、 い ろ ん な ところ で始 まって い る。た とえ

ば、現代 にお け る民族 音楽 学 の規 範 的叢書 と言 え るG副 仞4勘 σc1卯θ伽 げ跏5∫cの 伽 仰 ε

の巻[*2]で は、 各 国 の民 族音 楽 ・民 俗 音楽 の 記述 に続 い て、TransnationalEthnicGroupsと

い う項 目が設 け られ、 そ こで ロマや サ ー ミやバ ス ク とい った民 族 国家 を持 たな い民族 た

ち(そ れゆ え に各国音 楽 史の 中で は扱 われ て こなか った民 族 たち)の 音 楽が 取 り上げ られ

てい るが、 これ な どは最 近 の研 究動 向 の象 徴 的 な事例 で あ る と言 える だろ う。 あ るい は

ICTM(国 際伝統 音楽 会議)の 中に はい くつ かの研 究 グルー プが形成 され てそ れぞれ独 自の

活 動 を行 っ てい るが 、そ の 中で も現 在最 も活発 な活動 を繰 り広 げて い るグ ルー プの一 つ

が 「音楽 とマ イノ リテ ィたち」とい う もの であ り、そ の主 要 なメ ンバ ー は東 欧の ロマ やユ

ダヤ人 たち をテーマ とす る研 究者 た ちであ る、 とい うこ と もこ ういった近 年 の動 向の現 れ

とい え るだろ う[・3]。つ ま り、複 数の 文化 の交錯 に焦点 を合 わせ る、 とい うのは広 く文化

研 究一般 に見 られ る動 向 なの だが、筆者 の視座 が それ で も多少 とも特 殊 だ と思 われ る所 以

は、そ れが 「世界 音楽 シス テム」につ なが る ところであ る。 これ まで 「周縁 的」と考 え られ

て きた よ うな音 楽現象 を再評 価す る とい うな らまだ しも、それ が現在 の シス テムの基盤 を

形成 したな ど と考 えるの はなぜ か。

まず、 一つ にはその 音楽 が持 っ てい た(持 た ざる を得 なか った)汎 民族 的性格 が、大 衆

音楽 の世界 的広 ま りに必要 とされた脱民 族的性 格 を準 備 した、とい う原理 的な問題 で ある。

音楽 が、 国境 や言 語 や民 族 の壁 を越 え て受 け入 れ られ る とい う事 態 は、大 規模 には20世

紀 に入 ってか ら生 じた もの だが、 中 ・東 欧 ・ロ シアの民族 混住地 域で 、様 々な民族 に取 り

囲 まれ て活 動 してい た楽師 た ちの音 楽 のあ り方 は、 こうい った新 しい事態 を小 さい地理 的

規模 で(し か し決 して小 さ くな い深 度 で)先 取 りしてい たので はない か、 と筆 者 は考 える。

事実 、非常 に ロー カルな旋律 を、民 族的 な色合 い を脱色 して、周 囲 の人 々へ と提供 す る と

2

3

Eμγqρθ〔Gαr1硼ゴEηり'clopθゴ如(ゾ 肋rZ4Mμ ∫ゴの,B.Netteleしal(ed.),Routledge,1999.

た と えば2006年8月 ヴ ァル ナ(ブ ルガ リア)で 開 催 され た 同研 究 グル ー プ の 第4回 会 議 に は、 参 加 者 名 簿 で 確

認 で きる だ けで も少 な くと も24力 国か ら69人 の 研 究 者 が集 まっ て 活発 な議 論 を行 っ た。
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い ったや り方 は、 まず 中 ・東欧 で行 われ、 やが て新 大 陸で大 々的 に再生 産 された。

そ して も う一 つ の理 由は、 その 人的 つ なが りで ある。 これ ら東 欧 の楽 師た ちの 階層 は、

19世 紀 末 か ら20世 紀 初頭 にか けて新 大 陸へ と渡 って い った移 民 たち の階層 と重 なる。 そ

して新 大 陸 で、 映画 や 出版 や レ コー ドとい った産 業 の中心 とな って 支 えた 階層 と も重 な

る。 こ うい った新 しいエ ンタテ イメ ン トが 東 欧 か らの移 民(と りわ けユ ダヤ系 移 民)に

よっ て支 え られて い た こ とは、 これ まで に もよ く知 られ てい る し、 また20世 紀 の初 め 頃

の ヴ ァイオ リ ンや ピア ノや指揮 者 な どに東 欧のユ ダヤ系 の 人達が 異様 に多か った こ ともこ

こで改 めて強調 す る まで もな いだ ろ う。

例 え ばヴ ァイオ リニス トにつ いて言 うと、名手 と呼 ばれ た人達 の中 で、東 欧系ユ ダヤ 人

で ない人 を探す 方が 難 しい。エ ルマ ン、ハ イ フェ ッツ、 ジ ンバ リス ト、 ス ター ン、 オ イス

トラ フ、 シゲ テ ィ、 パー ルマ ン、 ク レー メル… … と各 世代 を代 表 す るヴ ァイオ リニス トた

ちは皆、 東欧 や ロシアのユ ダヤ系 だ った。 これ ら名手 た ちの周辺 に は、同 じく東 欧移民 で

ユ ダヤ系 の お びた だ しい 数 の無名 の演奏 家 た ちが い た。彼 らは た とえ ばセ ルや オ ーマ ン

デ ィや シ ョルテ ィ(こ れ らの指揮 者 も東欧 か らの移民 で ある)の も とで、 ク リー ヴラ ン ド

や、 フ ィラデル フ ィアや、 シカゴ(い ず れ も東 欧移 民 が主 役 となった都 市 だ)の オー ケス

トラの 奏者 と して活動 した。 あ る い はハ リウ ッ ドの楽 隊 の メ ンバ ー として映 画 の伴 奏音

楽 を奏 でた。 さ らに は映画 「ジャズ ・シ ンガー』(1927年)が 描 い た ように、ユ ダヤ教 の枠

か ら飛 び出 して ジャズの世 界 に身 を投 じた音楽家 も居 た。つ ま り名手 か ら名 もな き楽師 ま

で 、東 欧移民 が供 給 した音楽 家 は、広 い範 囲 に渡 ってい る。 これ ら西回 りの経 路(つ ま り

ロ シア ・東 欧か らニ ュー ヨー ク、 さ らに西 海岸)を メ イ ンス トリー ム とす ると、 もう一 つ

東 回 りのルー トとい うの も存 在 した。 ロシアか ら満 州 、 さ らに は上海や 東京 とい った都市

へ と流 れた楽 師た ちの こ とで ある。

満 州 の、特 にハ ル ビンには、 ロ シァ革命 を契機 に多 くの楽 師 たちが流 れ込 んだ。彼 らは

か つて貴 族 たちの お抱 え楽師 として 活動 し、そ の故 に貴族 たち とともに ロシア を出 ざるを

得 なか った のだ が、 これ ら白系 ロシ ァ人、 あ るい はユ ダヤ 系 や ロマ の音 楽家 た ち は、極

東 に初 めて本格 的 な ヨー ロ ッパ 音楽 の種 子 を もた ら した。彼 らは、 さ らに上 海や東京 に流

れ 、そ して彼 らの音 楽 を吸収 した 日本 の音 楽家 たちが 、 日本 の西 洋音楽 受容 の基礎 を築 い

た、 と言 っ て よい 。岩野 裕一 著 『王 道 楽土 の交響 楽』匚・4]とい う書物 は、 その あた りの事情

4 岩野裕一 『王道楽土 の交響楽』音楽之友社、1999年 。
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を描い た もの だが、 こ こに現 れ る人名 を挙 げて ゆ くだ けで も、 満州経 由のル ー トが 日本 の

西 洋音 楽(こ こに はいわ ゆ るク ラシ ック もポ ピュラー も両 方含 まれ る)に い か に大 きな影

響 を持 ってい たか、 とい うことがわ かる。 た とえば、 山田耕筰 、朝比 奈隆 、巌本 真理 、辻

久子 、淡 谷 の り子、 笠置 シヅ子、 そ して小 澤 征爾 の 父、 開作(ち なみ に征 爾 とい う名 は、

板垣征 四郎 の征 と、石 原莞 爾 の爾 か ら来 て い る)、 さ らに満州 で はなか っ たが、 上海 や蘇

州 で軍属 として活 動 して いた服部 良一、 等 々。

この ように西 回 りで新 大 陸へ渡 っ た楽 師 たち と、 東 回 りで極 東 にいた った人 的つ なが り

の 両方 を考 えれ ば、 これ は ほ とん ど世 界 史 的 な現 象 と も言 える。 こ うい った 人 々に よ っ

て、 い まや世界 中 に広 まっ てい る 「西洋 音楽 」、つ ま りは 「ドレ ミ」の音 楽、 クラ シック も

ポ ップス も含 め た意味 で の広 い意味 で の 「西洋 音楽 」を受 け入 れ る素 地 が作 られ た とい う

こ とが言 え るので はないか、 とい うのが 著者 の 「視角 」なので ある。

***

こ うい う物 言 い は、 ひ ょっ とす る といわ ゆる 「ユ ダヤ人 に よる世界 支配 」とい う妄想 の

ような もの と紙一 重 の もの に見 えるか も しれ ない。 もちろんそ れ はい くら警 戒 しても しす

ぎ とい うこ とはない ので はあ り、慎 重 な議論が 必要 な こ とはい うまで もないのだ が、1それ

で も筆 者 は、 あ えて この よ うな 「仮説 」を通 して音 楽史 を見 直 してみ る こ とで、少 な くと

も次 の二点 にお いて、 これ までの常 識 を 「異化」す る効 果 があ る、 と考 え てい る。

一つ は、 ク ラシ ック/ジ ャズ/ポ ピュラー音 楽 とい ったジ ャ ンルの枠 を超 え るこ と。 た

とえば、上 で挙 げ た ような オデ ッサやペ テル ブル クの コ ンセ ル ヴァ トワール 出身 の 「ク ラ

シ ック」の ヴ ァイオ リニス トた ち と、 ベ ニー ・グ ッ ドマ ンの ようなユ ダヤ系 移 民(な い し

そ の二世)の ジ ャズ マ ンたち と、そ してハ リウ ッ ドの初期 の映 画音楽 を演 奏 した無 名の 楽

師 たち とは、上 の ような見方 にお いて は じめ て、一つ の視 角か ら見渡す こ とがで きる。 あ

るい は、 「ホラ ・ス タ ッカー ト」の作 曲者 として も有 名な 「ジプ シー ・ヴ ァイオ リニス ト」、

グ リゴ ラス ・デ ィニ ク(し か し彼 は十 三歳 で ブ カレス ト音 楽 院に入学 し、そ の後 ブカ レス

ト ・フ ィルハ ーモ ニー管 弦楽 団の トップ奏 者 を務 めた とい うエ リー ト演 奏 家で もあ った)

の音楽 的素養 と、 そ して当代 随一 のヴ ァイオ リニス トとして知 られ、 また ルーマ ニア を代

表す る作 曲家 として尊敬 を集 めて い るジ ョルジ ェ ・エ ネス ク(し か し彼 はモ ル ドヴ ァの寒

村 に生 まれ、 ロマの楽 師 にヴ ァイ オ リンの手 ほ どきを受 けた人物 で もあ る)の 故 郷 での音
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楽体 験 とが、 一体 どの よ うに異 な り、 どの 点で共 通 してい たのか 、 といった 問題 設定 も可

能 に なって くる。

そ して、 も う一点 は、 ヨー ロ ッパ/極 東 を完全 に隔 絶 した もの としてで はな く、 ひ とつ

の 連な りの なか に見 る、 とい う可能性 。我 々 は、 ロマ の音楽 、 あるい はク レズマ ーの音楽.

を聴 い て も、 完全 に見 知 らぬ もの と してで は な く、 ど こか 懐 か しい ような気 が す るの だ

が 、そ れ はお そ ら く右 に延 べ た よ うな さま ざま な文化 的 回路(す な わち映 画、 サ ー カス 、

パ レー ドな どの音楽)を 通 して 、ヨー ロッパ 音楽 が極東 まで流 れ込 んで生 きてい るか らだ、

と言 え るだ ろ う。そ れ らの音 楽 は、 た とえば 日本 で言 えば、 チ ン ドン屋 さん の音 楽 や ジン

タ、あ るい はサー カスの 呼び込 みの音 楽、 例 の 「天然 の美 」とい う曲[*5]、さ らに大正 、 昭

和 の流行歌 の ある種 の もの、そ して フ ォー ク ダ ンス、 とい った ものに近 い。

最近 、奇妙 な話 を聞い た。 ペギ ー葉 山が歌 って ヒ ッ トした 「学生 時代 」は、 ち ょっ と独

特 の クセ を もっ た旋律 だが、 そ れ が ど こか ク レズ マー音 楽 を思 わせ る と ころが あ る、 と

筆者 の 回 りの友人 は昔 か ら噂 してい た。大 阪 のあ る クレズマ ー ・バ ン ド(大 阪 にそ うい う

バ ン ドが活動 してい るの だ)の ク ラリネ ッ ト奏者 の女 性が 、ニ ュー ヨー ク に行 っ て、 ク レ

ズ マー の ミュー ジ シャ ンた ちの 前 で、 この 旋律 を吹 いて みせ た ところ、 お お これ は ク レ

ズマ ー音楽 そ の もの だが 、一 体 誰 が作 っ た 曲だ、 と騒 ぎに なっ た、 とい うので あ る。一

体 、戦後 日本 の歌謡 曲が 、東欧 や ロシア のユ ダヤ人 の結婚式 で演奏 されてい た ダ ンス音 楽

と似 てい るな ど とい うこ とが どう して起 こ るのか?し か し、 ち ょっ と調べ て み る と、 面

白い こ とが 分 かっ て くる。 この 「学 生 時代 」の作 曲者 は平 岡精二氏 とい うジ ャズ ・ミュー

ジ シャ ンだが 、 この平 岡精 二氏 の叔 父 は 日本人 では じめて カー ネギー ホー ルで リサイ タル

を開い た木琴 演奏 家、 平 岡養一氏 で あ り、 この養一 氏の残 した編 曲 には 「ロシ ァ ン ・ジプ

シー ・メ ロデ ィーズ」とい う よ うな 曲が あ り、 また養 一氏 が アメ リカで音 楽修 行 を した と

きに熱心 に指 導 して くれたの が、 ロ シアの宮廷 お抱 えの ピアニ ス トで あ ったユ ダヤ系 のウ

ラ ジー ミル ・ブ レナー だった、 とい うの だ。果 た して これ は偶然 なの だろ うか。 それ とも

意 味の ある関 連な のだ ろ うか。

5 姜信子、アン ・ビク トル 『追放の高麗人:「 天然の美」と百年の記憶』(石風社、2002年)は 、サーカスの音楽 と

して我々の記憶 にもとどめられている 「天然 の美」が、高麗人(コ リョサ ラム)と 呼ばれた人々 とともに、 どの

ようにユーラシア大陸 を西へ と流 れて行ったか(こ こで述べた中 ・東欧の村 の音楽が極東へ と向った流れか ら

す ると、それ は 「逆流」といってもよいか もしれない)を 描 いている。
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そ んな ことを考 えてい る と、 ペギ ー葉 山の 「学生 時代 」のみ な らず 、服 部良一 のブ ギ も、

あ るいは 「朝 比奈 隆」とい う現 象 も、決 して極東 に突 然咲 い た徒花 で はな くて、 な ん らか

の大 きな流 れ の 自然 な延 長の 上 にあ る、 と言 えるの で はない か、 と筆者 には思 えて くる。

そ うい うわけ で、 まずは こ うい う視角 か ら見 え て くる 目新 しい景観 を描 き出 してゆ くこと

を当面 の課題 とす る。 そ の上 で、 もう一段 厳 密 な 「実 証」の ための研 究 に取 りか か るこ と

が で きた ら、 とい うのが筆 者の現 時点 での姿 勢で あ る。

[い とうのぶひろ ・大 阪大学 大学院文学研究科助 教授]
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マ チ ス ・テ ウ チ ・ヤ ー ノ シ ュ と 中 欧 の ア ヴ ァ ン ギ ャ ル ド

ブ ラ ッ シ ョー 、 ブ ダペ ス ト、 ベ ル リ ン、 ブ カ レス ト

井口壽乃

は じめに

1924年 、 ポ ー ラ ン ド の ア ヴ ァ ンギ ャ ル ド芸 術

家 に よ る 雑 誌 『BLOK』[*1]の6・7合 併 号 は 、 ヨ ー

ロ ッパ 各 国 の 革 新 的 な 芸 術 を紹 介 す る 「国 際 的 ア

ヴ ァ ンギ ャ ル ド特 集 号RevueInternationaled'Avan-

garde」 で あ っ た[図1]。 特 集 号 は 「構 成 主 義 と は

何 か 」 とい う宣 言 文 か らは じ ま り、 最 新 の フ ラ ン

ス 文 学 の 動 向 、 ハ ノ ー フ ァ ー の シ ュ ヴ ィ ッ タ ー

ス に よ る ダ ダ イ ズ ム 、 ラ トヴ ィ ア の 新 し い 芸 術 、

セ ル ビ ア の 芸 術 、 ハ ンガ リー のMA、 チ ェ コ ス ロ

ヴ ァ キ ア の デ ヴ ィエ トス ィ ル 、 ベ ル リ ン の ヘ ル

ヴ ァ ル ト ・ヴ ァル デ ン に よ る 新 し い ドイ ツ 文 学 、

ル ー マ ニ ア の 芸 術 、 そ し て 音 楽 な ど、 同 時 代 の 中

東 欧 の 前 衛 芸 術 を 図 版 と宣 言 文 に よ っ て 紹 介 す る

内 容 で あ っ た[*2]。

[図1]『BLOK』6-7号 、1924年

1

2

『BLOK』 は 、 彫 刻 家 カ タジ ナ ・コ プ ロ(KatarzynaKobro)と 画 家 ヘ ン リ ク ・ス タ ジ ェ フ ス キ(HellrykSta乞ewski)

が1924年 に ワル シ ャ ワ で 結 成 し た構 成 主 義 グ ル ー プ の 機 関 紙 で あ る。1926年 まで 刊 行 さ れ た が 、 新 し く

「Preasens」 グ ルー プ が結 成 され 、 替 わ って 『Preasens』 が 発行 され た 。

BLOK,1924,no.6-7.
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この 『BLOK』6・7合 併号 のハ ンガ リーの 頁で は、ハ ンガリー文学 につ いて の項 目のなか

にカ シャー クを は じめ とす るグ ルー プMAの 紹 介記事 と、画家 モ ホイ=ナ ジ、 マチ ス ・テ

ウチの 名前 が掲 載 してあ る[*3]。また ルー マニ アの 頁で も、 ダダイス トの マル セル ・ヤ ン

コの絵 画 に並 んで、 マ チス ・テ ウチ の彫刻 が掲 載 されて い る[*4]。このマ チス ・テ ウチ は

ハ ンガリーのMAの 作 家で あ るが 、 同時 にデ ア ・シュ トルムの作 家 で もあ り、 また ルーマ

ニ アの アヴ ァ ンギ ャル ド ・グル ープ に も属 してい る。特 に大戦 問期 、芸術 家 は国内 の政治

的 な事 情 や、 自 らの芸 術表現 の信 条 に よっ て表現 の場 を求め移 動 してい た ことか ら、 異 な

る集 団 に属 す る こと もめず ら しくないか らであ る。当 時の ポー ラ ン ドで 、国外 の作家 につ

いての情報 を、 必ず しも正確 に伝 えていた とは言 え ないが、 各国 の前衛 的な動 向 を伝 える

もの として、 『肌OK』 の企 画 は画 期 的で あった。

この 『BLOK』 が発 行 された と同 じ年、 ウ ィー ンのMAグ ルー プが発行 した 『MA』 の特別

号 「音 楽 と演 劇号MusikundTheaterNummer」 も、 と りわけ国 際色豊 か な編 集で 、 カシ ャー

クの ドイツ語 に よる劇 場芸術 に 関す る論 文か らは じまって、 マ リネ ッテ ィ(イ タリア語)、

ヘ ルヴ ァル ト ・ヴ ァルデ ン(ド イ ツ語)、 シュ ヴィ ッ ター ス(ド イッ語)、 リ シツキー(ド

イ ッ語)、 モ ホイ=ナ ジ(ハ ンガ リー語)、 プ ランポ リー二(フ ラ ンス語)、 シ ュ トッケ ン ・

シュ ミ ッ ト(ド イ ツ語)に よる論 文 が収録 され た[・5]。この よ うに1910年 代 の 末 か ら1920

年代 には、 国境 を越 え、民族 や言 語の壁 を越 えて、 移動 す る芸 術家 たち の交流 とそ の交流

を可 能に した印刷 メ デ ィアが 次 々に出版 され た。

本 稿 で は、 冒頭 の 「BLOK』 に掲 載 され たマチ ス ・テ ウチ ・ヤ ー ノ シュ に注 目し、彼 の

越 境 的な活動 が各 地の ア ヴ ァンギ ャル ド運動 とどの ように関係 して いたか 、 またその 交流

が どの ように作 家 の 表現 にあ らわ れ てい るか につ い て考 察 す る。 マチ ス ・テ ウチ ・ヤー

ノ シュは、 タブ ローや彫 刻 のほか に数多 くの リノリウム版 画 を残 し、 その ため各 国の 印刷

メデ ィア に しば しば掲載 され 、知 られ るこ と とな る。ハ ンガ リー領 内の ブラ ッシ ョー に生

まれ たマチ ス ・テウチ は、そ の後 ブ ダペ ス ト、 ベ ル リン、 ブ カ レス トで活躍 し、各 国 のア

ヴ ァ ンギ ャル ド運動 をつ な ぎ、中東 欧の モ ダ ンアー トの形成 に深 くか かわ った。

3

4

5

A.Gaspwr,UwagioLiteraturzeW6gierskiel,BLOK,1924,no.6-7.

NowasztukawRumunji,BLOK,1924,no.6-7.

MA.MusikundTheaterNummer,kal6nszam,1924,9.6vf,8-9.szam.
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1ブ ラ ッ シ ョー か ら ヨー ロ ッパ の 中 心 へ

マ チ ス ・テ ウチ ・ヤ ー ノ シ ュ(Mattis艶utsch∫anos,1884-1960)は 、1884年8月13日 、 オ ー

ス トリ ア=ハ ン ガ リ ー 二 重 帝 国 領 の トラ ン シ ル ヴ ァニ ア 南 東 部 の 街 ブ ラ ッ シ ョー 、 ヴ ァ ー

ル通 り135番 地 に生 ま れ た[・6]。 当 時 ブ ラ ッ シ ョ ー(現 ル ー マ ニ ア の ブ ラ シ ョフ)は ザ ク セ

ン人(い わ ゆ る ドイ ツ 人)の 居 住 地 で あ っ た。 さ ま ざ ま な 記 録 に 、 漁tis16nosF三gアes、 颱ut-

ch-M訌tisIanos、MatiszTeutschIanos、 とい っ た 異 な る 名 前 の 記 載 が あ り、 こ の 家 族 の 歴 史

が こ こ に あ ら わ れ て い る。 また ブ ダペ ス トの 応 用 美 術 学 校 の 学 生 時 代 に は 、MatiszTeutsch

Ianosが 使 わ れ て い た 匚*7]。

マ チ ス ・テ ウチ は1901年 か ら1902年 ま で ブ ダペ ス トの 応 用 美 術 学 校 で 学 ぶ 。 彼 が 在 学

した 年 は 、 ち ょ う どハ ンガ リ ー ・セ セ ッ シ ョ ンの 建 築 家 レ ヒ ネ ル ・エ デ ン(Lechner6d6n,

1845-1914)が 、 自 ら国 民 様 式 と名 付 け た 応 用 美 術 館 を 建 設 した 年 で あ り、 ナ ビ派 の リ ッ

プ ル=ロ ー ナ イ ・ヨ ー ゼ フ(Rippl-R6naiI6zse£1861-1927)が 活 躍 し て い た 。 マ チ ス ・テ ウ

チ は 応 用 美 術 学 校 卒 業 の 後1903年 か ら1905年 、 ミュ ン ヘ ン の ロ イ ヤ ル ・ア カ デ ミー で 彫

刻 を 学 び 、 そ の 後 、1908年 ま で パ リ で 学 業 を続 け た[・8]。

マ チ ス ・テ ウ チ が ミュ ンヘ ンで 学 ん だ 頃 は 、ミ ュ ンヘ ン は ドイ ツ ・ユ ー ゲ ン トシ ュ テ ィー

ル の 中 心 地 で あ り、 トラ ンシ ル ヴ ァ ニ ア の ナ ジ バ ー ニ ャ(現 ル ー マ ニ ア 領)か ら ッ ィ ガ

ニ ー ・デ ジ ェー(CziganyDezs6,1883-1937)と ツ ォ ー ベ ル ・ベ ー ラ(Cz6belB61a,1883-1976)

も きて い た 。また ワ シ リ ー ・カ ンデ ィ ンス キ ー が 私 立 学 校 を 開 校 しパ ウ ル ・ク レー 、後 に 青

騎 士 を結 成 す る フ ラ ン ツ ・マ ル ク 、ガ ブ リエ ル ・ミュ ン タ ー も滞 在 し て い た 。そ して 、マ チ

ス ・テ ウ チ が ミュ ンヘ ンか らパ リ に移 住 す る 頃 に は カ ン デ ィ ンス キ ー も パ リ に移 住 し、チ ェ

コ か ら色 彩 の 画 家 と呼 ば れ る抽 象 画 家 フ ラ ン テ ィ シ ェ ク ・ク プ カ もパ リ にや っ て きた 匸*9]。

当 時 の パ リ の 芸 術 界 は フ ォ ー ビ ス ム が 隆 盛 を 極 め 、 ア ン リ ・マ チ ス が 大 作 〈生 き る

歓 び 〉(1906)を 発 表 し、 セ ザ ンヌ 、 ゴ ー ギ ャ ン の 大 回 顧 展(1907)が 開 か れ て い た 。 ミ ュ

ン ヘ ン とパ リ と い う二 つ の 芸 術 の 都 で の 生 活 は 、 そ の 後 の マ チ ス ・テ ウ チ の 表 現 主 義 の 作

6

7

8

9

MajorosVal6ria,M鋤5艶 μ亡5ch,NalorsGra丘kaK負.,1998,10.old.

ibid.

Mur話din∫en6,TheCareerof∫anosMattis颱utsch,絢 衂5艶 μ∫c肋 η4Dθrβ 伽 θRε惚,MissionArtGaller男2001,p.14.

AnnegretHoberg,TheArtistsofDerBlaueReiter,M碑15距 μ5`h翩4DθrB伽 μεRθ 舵r,MissionArtGaller弊2001,p.24.
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家 と して のキ ャ リア に少 なか らぬ 影響 を与 えてい たので あ る。

2ハ ン ガ リ ー のMAと マ チ ス ・テ ウ チ:Budapest

ハ ン ガ リー に お い て マ チ ス ・テ ウ チ が は じめ て 作 品 を発 表 し た の は 、1907年 の ナ シ ョ

ナ ル ・サ ロ ン の 秋 展 の こ とで あ る 。 ち ょ う ど こ の 年 、 ブ ダ ペ ス トで は モ ダ ン ア ー トの 萌

芽 的 な歩 み が は じ ま る。1907年10月 、 ハ ン ガ リ ー の 美 術 界 に は、 後 期 印 象 派 や セ ザ ンヌ

に 影 響 を う け た 画 家 た ち に よ っ て 、 ハ ン ガ リ ー 印 象 主 義 ・自 然 主 義 グ ル ー プ 「M虎NK」

(MagyarImpresszionistak6sNaturalistak)が 結 成 さ れ た[*lo]。 「MIENK:」 は 、 マ ジ ャー ル 語 で

「私 た ち の も の 」 と い う 意 味 が あ り、 新 しい 時 代 の 新 し い 美 術 が 、 自分 た ち の もの で あ る

とい う も う 一 つ の 意 味 を、 こ の 言 葉 に 込 め た も の と考 え ら れ る 。 メ ンバ ー は 急 進 的 な社

会 主 義 思 想 を もつ ケ ル ン シ ュ トク ・カ ー ロ イ(KernstokKaro壌1873-1940)、 ミ ュ ンヘ ンか

ら帰 国 し た ツ ィ ガ ー 二 ・デ ジ ェ ー 、 パ リか ら帰 国 し た マ ー ル フ ィ ・エ デ ン(Mar鯨6d6n,

1878-1959)、 ポ ー ル ・ベ ル タ ラ ン(P6rBertalan,1880-1964)、 テ ィハ ニ ・ラ ヨ ッ シ ュ(Tihanyi

L毎os,1885-1938)の5人 。 こ の グ ル ー プ は 翌 年 、 パ リ か ら帰 国 し た オ ル バ ー ン ・デ ジ ェ ー

(OrbanDezs6,1884-1987)と ツ ォ ー ベ ル ・ベ ー ラ を加 え 、 グ ル ー プ 「探 求 者Keres6k」 を結 成

す る[・11]。

こ の 美 術 家 た ち の 活 動 の 精 神 的 な指 導 者 と し て 、 哲 学 者 の ル カー チ ・ジ ェ ル ジ(Lukacs

Gy6rgメ18854971)が い た 。 ル カ ー チ は 、1908年11月22日 に 、 自 由 思 想 ハ ン ガ リ ー 協

会 の 枝 組 織 と し て 発 足 し、 自 由 で 科 学 的 な 学 問 を 求 め た 「ガ リ レ イ ・サ ー ク ルGalilei

k6r」[*12]の メ ン バ ー の 一 人 で もあ っ た 。 ル カー チ は 、1910年1月9日 の ガ リ レ イ ・サ ー ク

ル に お い て 、 「道 は 決 裂 したAzutakelv詛tak」 と題 す る講 演 を行 い 、 印 象 主 義 を 超 え て 新 し

い絵 画 の 進 むべ き指 針 を述 べ た 。

10

11

12

IuliaSzab6,Color,Ught,Form,&Structure:newexperiencesinHungarianpainting,1890-1930,5∫ 砌4fηgf鏡 舵 艶彫pθ5`=

p痂 亡εr5〔ゾH聊g碗 翩Av翩 一Gαr4θ1908-1930,theMITPress,1991,p.104.

ibid.,pp.108-115.

発 足 時256名 の メ ンバ ー が い た 。 ま もな く医師 、 哲 学 者 、法 律 家 の グ ル ー プ が組 織 され 、 後 に技 術 者 と化 学 者

の グル ー プ もで きた 。 運営 者 を毎 学 期 ご と新 し く選 出 した 。T6m6ryMarta,Ulvizekenlarok,AGαlllθ 激δγ重δ漉 剛 ε,

Budapest,1960,42.old.

030 i薦劔熱¢㊧擁蕣資臓熟悪酵$韓書暮鱇鵲袈ム鍵i7i歪i轡3露簿蕁魯2命登葎



[前略]印 象主 義 は何 も伝 え てい なけれ ば、具 体 的な ものは何 も表現 しない。色彩 、線、

そ して言葉 に喜 びを与 える こ とや感覚 を引 き出す 効果 に よって のみ価値 を与 えた。新

しい芸 術 は古 い意 味 において構 築 的であ る。そ の色彩 や線 の言語 は、た だ物事 の本質 、

秩序 、調和 のため の、そ れ らの重 要点 と平衡 の ため の表 現 にす ぎないの であ る。力 と

重 要 な性質 の調 和 はすべ て の事柄 の平 衡状 態 と素材 と形 態 の平衡 状態 にお い ての み、

表現 を獲得 し得 るのであ る。すべ ての線 と筆 跡 は、 この ことを表現 とす る限 りにお い

ての み、 ただ ひたす ら美 し く価 値 が ある。[中 略]色 彩 の言 葉、 線 の調子 は常 に表現

手段 とだけ な りうる。表現 手段 は 目的や到達 点 では ないの だ[・13コ。

この講演 は、 雑誌 『西 方Nyugat』 に収 録 され、 ル カーチ の初 期の 美学 を理解 す る うえ で

大変重 要で あ る。銀 行家 で あった ルカーチ の父 親 ヨーゼ フ ・セゲ デ ィが ケル ンシュ トクの

パ トロ ンで あった こ とか ら、 ル カー チ もケル ンシュ トクの作 品 に 日頃か ら馴れ 親 しんでい

た とい う点 を除い た と して も、彼 が 印象主 義 を超 える次の新 しい絵 画 と して、 ケ ル ンシュ

トクたち の作 品 を高 く評価 して いる点 に注 目 しなけれ ば な らない。 また1919年 革 命後 に

樹 立 した評 議会 政府 にお い て、 ルカー チ は教 育 人民委 員代 理 として文化 政 策 に取 り組 み、

グル ー プ 「探 求 者 」の画 家 を指 導者 と して登 用 したの だ った 匚・14]。グル ー プ 「探 求 者」は、

1911年 にベ レー二 ・ローベ ル ト(Ber6nyR6bert,1887-1953)が 加 わ り、「8人衆Nyolcak」 と

名称 を変 え、ハ ンガ リーの近代 美術 を代表 す るグルー プ とな る。 こ う したブ ダペ ス トの美

術 界 におい て マチス ・テウチ は、 グル ー プ 厂8人衆」に加 わ る こと な く、 よ り急 進 的 な思

想 を もつ アヴ ァ ンギ ャル ド ・グル ープMA(今 日)に 加 わる こ ととなる。

グ ルー プMAは 、 第一 次世 界 大 戦 中 に、 詩 人 の カ シ ャー ク ・ラ ヨシ ュ(KassakLのos,

1887-1967)と 進歩 的 な思 想 を もつ若 手 の文学者 、芸術 家 に よって結成 され、機 関誌 『MA』

(今 日)を 中心 に、 反戦 と階 級 闘争 を訴 え、 国 内外 の多 くの美 術作 品 を紹 介 した[・15]。グ

ルー プ主催 の第 一 回美術展 が、1917年10月14日 開催 され た。 この第 一 回展 は、創 立 メ ン

バ ーの画 家 ウ ィッツ ・ベ ー ラ(UitzB61a,1887-1972)で はな く、ボ ル トニ ク ・シ ャー ン ドル

(BortnyikSandor,1893-1976)で もな く、 マチ ス ・テウチ の展覧 会 であ った[図2]。 主催 者
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であ るカ シャー クは、『MA』2巻12号[図3]に 展評 を寄せ る。 この なかで カ シャー クは 「マ

チ ス ・テ ウチ ・ヤ ー ノシュ はMAの 大 い なる力 と して、 ハ ンガ リー絵画 界 にお ける新 人で

ある。外 国の模 倣で流 行 をひ た走 る青二 才で はな い。豊 かな文 化的 土壌 か ら偉 大 な る、知

的 な芸 術 を誕生 させ た 」困6]と 高 く評 価 し、 カ シャー クの マチ ス ・テ ウチ に対 す る期待 の

大 きさが うかが え る。

[図2]MA企 画 第1回 絵 画 展

マ チ ス ・テ ウ チ ・コ レ ク シ ョ ン、1917年

[図3]「MA』2巻12弓 、1917年

カシ ャー クが マチ ス ・テ ウチの 展 覧会 を 開催 した背 景 に は、 ひ とつ には マチ ス ・テ ウ

チ の作 品が、 「8人衆 」の作 家 に比べ 、十分 に前 衛的 であ った こ と、そ して ハ ンガ リー の芸

術 界 におい て、MAが そ の地位 を築 くた め には、国 際的 に も定 評が あ り、 また諸外 国の 芸

術 家 と人脈 を もっ てい る画家 を 自分 たちの グルー プ に入 れたか った ため と考 える。そ の後

MA主 催 によ るマチス ・テ ウチ展 は、1917年12月 と1918年11月 と3回 開催 されて いる。

美術 界 に登場 した頃の マチ ス ・テウチ の1917年 ～1918年 の作 品 は、そ れ までの画 面 づ

16 KassakLajos,MattisTeuschIanosKatakogusab61,A{A,2.sz,12.,1917,195.old.
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く りか ら一段 と飛 躍 し、 線 は よ り力 強 く、色 彩 は さ ら

に鮮 明 に なる。1918年 第5回MA展 と して マチ ス ・テ ウ

チの個 展が 開催 され た際、雑 誌 『MA』3巻11号 でマ チス

につ いて の特集 号が 組 まれ 、絵画作 品4点 の図 版 と出品

作 品 の一 覧 、 そ して 美 術批 評 家 ヘ ベ シー ・イヴ ァー ン

(HevesyIvan)に よる批 評が掲 載 された[図4]。 このなか

でヘ ベ シーは、 つ ぎの ように論評 して いる。

マチ ス ・テ ウチ ・ヤ ー ノシュの芸 術 は完 全 に主観 的

な芸 術で あ る。経 験 した空 間や形 態 を与 えるので は

な く、対 象 を与 える ので もな く、 自然 との関 係 を、

あるい は絶対 的真実 を与 え るの だ。外 的 な世 界 の事

物 の ため に、色 や形 や三 次元的現 実 を探求 す るので

はな い。 単 なるつ かの 間の印象 をわれ われの 目の前

にみせ るの では ない。彼 が なす ことは、純 粋 な感覚

[図4]「MA』3巻11号 、1918年

の提示 で ある。 なぜ な ら、マ チス に とっては、 ヴ ィジ ョンで はな く感覚 が重要 で ある

か らだ。 自然 な形 態 を ともな うヴ ィジ ョンは、 た だ感覚 を表現す る ための道 具 なので

あ ろ う。 この よ うに画 面上 の形 態 もた だの手段 で あ り、 ち ょう どそ れ らを実 に 自由 に

あつ か う。 すべ ての 自然の特 徴か ら形 を と りあげ るのだ。 す なわち、 自然 の真 の形 態

か ら抽象 的芸術 の形態 の創 造で ある。 それ は、 もはや主題 の シ ンボ ルで はな く、 感覚

の表 現で あ るのだ[*17]。

ヘベ シーが 述べ た 「抽象 的芸術 の創 造」へ 向 か う 「純粋 な感覚」とい うマチ ス ・テウチ の

表現 は、 特 に1918年 の絵 画 とリノ カ ッ ト版 画 にみ る こ とが で きる[図5]。 それ に は、大

地 か ら続 く木 々が 空へ と続 き、絵 画画 面全 体 へ と広 が って い る。 大地 と空 の境 界が 失 わ

れ、躍 動 的 な線が 生命 の エネ ルギー を表 現 してい る。特 に、表 紙の リノ リウム版画 で は、

抽象化 された フ ォル ム、 白 と黒 の コン トラス トが よ り一層 強調 され、 対象 の再現 はほ とん

どみ られ ない。

17一 HevesyIvan,MattisTeutsch}allos,MA,3.Sz.11.,1918」29.old.
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こう して グルー プMAに 加 わ ったマ チス ・テ ウチで あ る

轗 辮1
∴徽鰻難顯黙粥
ルーマ ニア に併 合 された こ とが 考 え られ る。マ チス ・テ ウ

チが ルー マニ アの アヴ ァ ンギ ャル ド ・グループ に加わ る こ

とで、 ルーマ ニア 人 としての アイデ ンテ ィテ ィを求め た と

[図5]マ チス ・テウチ は思 え ない が
、 少 な くと も1922年 以 降、 ル ーマ ニ アの 美「リノリウ

ム ・アルバム」、1918年

術 界 が ヨー ロ ッパ全体 の潮流 に呼応 して活況 を呈 して い く

なか で、マ チ ス ・テ ウチの位 置 は確 実 に大 き くなってい っ

たこ とか ら、ウ ィー ンの カ シャー クたち とは、お のず と距離 が広が って いた ったの であ る。

この時 期、 マチ ス ・テ ウチの 制 作意 欲 は全 く衰 え るこ と な く、 む しろ次 のス テ ップへ

と前進 す る新 しい展 開が み られ る。1919年 か ら1924年 まで あい だ に油 彩 画 〈感情Erzet>

(1919)[図6]、<精 神世 界LelkiVirag>(1920-24)[図7]、 〈コンポ ジシ ョンCompozicio>(1924)

[図8]を 含む 多 くの代表作 が生 み 出 され た。 これ らの油彩 画で は、以 前の 木々 を描い た主

観的 な風景 か ら、画家特 有 の木 々を想起 す る線 は消 え、 画面 中央 に直 線 と弧の 明確 なかた

ちが あ らわれ る。 背景 と中央 の形 は遊離 し、 画面全体 に抽 象化 がすす む。色 彩 は一層 ヴ ィ

ヴ ィ ッ ドにな る。

18 一MariallaVidaandGheorgheVida
,MattisTeutschalldtheRomanianAvant-Garde,廻 副 ∫∫7詮μ豌 翩 ゴDθrBlα μθR8π θr,

MissionArtGaller弊2001,plO8.
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[図6]マ チ ス テ ウ チ 〈感1青 〉油 彩 、 紙 、1919年 ハ ン カ リー ナ シ ョナ ル ・キ ャ ラ リ ー蔵

[図7]マ チス テウチ 〈精神 世界〉油彩 、 カル トン、

1920-24年 個 人蔵

[図8]マ チ ス テウチ

〈コンポシシ ョン〉油彩 、カル トン、

1924年 頃 個 人蔵
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近年 、ハ ンガリー美術 史研究 所 のマ ヨロ シュ ・ヴ ァレー リア氏 の研 究 に よって、 画家 自

身が抽 象絵 画 につ い ての 意見 をつ づ った 自筆 原稿 が発 見 され た[*19]。「新 しい芸術 につ い

てqM丘v6szetr61」 と題 す る この原稿 は、1920年 頃(日 付 は不 明)に 書 かれ た と推 測 され る

が 、そ の頃の 変容 につい て理解 す る手 がか りと して大変 重要 であ る。

非対 象 の(抽 象)芸 術 の 表現 に は、対象 の かた ち を用 い ない。 画家 は、 感覚 を、 意識

的 な表 出を与 え るの では な く、抽 象芸術 に感 覚 を表現 したい ので はな く、純 粋 な感覚

を与 えた いの だ。 わ れ われ の 目に われ わ れの 感情 に呼 び起 こす の だ。 リズ ム、色 と

線 の動 き、色彩 の力 強 さ、冷 た さ と暖 か さのコ ン トラス ト、静止 、集 中 とエキ セ ン ト

リ ック な動 きが 、 ひ とつの、統 一 したハ ーモ ニー におい て、 この絵 画の最上 の状態 と

い うわれ われ の 目的 を達成 す るのだ[*20]。

この 「新 しい芸術 につ い て」の 内容 は、 ヴ ォ リンゲル の 「抽 象 と感情 移 入」(1908年)の

理論 とそれ を引 き継 いで い るカ ンデ ィ ンス キー の著作 『抽象 芸術 論一芸術 にお け る精神 的

な もの』(1912年)を 下敷 きに してい る と言 える。つ ま りマ チス ・テ ウチ に とって の絵画 の

目的 は、 「対 象 のか た ちを用 い ない」で、 「抽 象衝 動」(ヴ ォリ ンゲ ル)か ら出発 し、 精神 的

な意 味 を追 求す る ことに あ る。 色彩 と形態 の 避 けが たい 関係 が精 神 的 な存在 を導 くの で

あ り、「内的 な必然 性 の原 理」(カンデ ィ ンス キー)に 基 づ くこ とで 、芸術 の 目的 を達 成す

るの だ。実際 に、 マチ ス ・テウチが カンデ ィンスキ ーの著書 を読 んで いたか否 か は不 明 で

あ る。 しか し、一 時的 な画壇 の流行 か らでは な く、彼 自身 の必然 的な欲 求 と して、色彩 や

形 態 の心 理的作 用、 精神 的価値 を獲得 しよ うとす る欲 求か ら、抽象 絵画へ と到 達 した こと

は、一連 の作 品か ら十分 に理解 で きる。

3デ ァ ・シ ュ トル ム とマ チ ス ・テ ウ チ:Berlin

ブ ラ ッシ ョー出 身 の写真 家 で後 にパ リで活躍 した ブラ ッサ イ(本 名 ギ ュ ラ ・ハ ラー ス)
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は、1921年8月26日 付 けの ベ ル リンか ら両 親へ 宛 てた手 紙の なか で、 「今 日、僕 は、マ チ

ス ・テ ウチの芸術 を高 く評価 す る。最 も偉大 な ドイ ツ表現 主義 としてみ た」[*21]と記 した。

ブ ラ ッサ イは、 ブラ ッシ ョー の頃か らの友 人で あ り、 マチ ス ・テウチか ら多 くの影響 を

受 けて い る。 ブラ ッサ イの手紙 は、1921年7月 か ら8月 にか けて マチ ス ・テ ウチ とク レー

に よる二人 展 が、 デァ ・シュ トルム画 廊 の99回 展[図9]と して 開催 された 際、 同郷 の友

の活 躍振 りに感銘 を受け た こと とか ら書 か れた もので ある。

無論 マ チ ス ・テ ウチ は、 これが ベ ル リ ンで の最 初 の 発表 で は ない。 デア ・シュ トル ム

とマチ ス ・テ ウチ との関 係 は、1918年5月 に、 『デア ・シュ トルムDerSturm』 誌上 に リノ

カ ッ トが掲 載 され た こ とに始 ま り、1918年7月30日 付 けの ヘ ルヴ ァル ト ・ヴ ァルデ ンか

らマチ スへ宛 てた 手紙[・22]が残 されて い るこ とか ら、 この 頃に は両者 が互 い に知 り合 いで

あ った とみ られ る。 また1918年11月 に も、 ブ ダペ ス

トでMAの 企 画 で 個 展 を 開 催 して い る こ と か ら、 マ チ

ス ・テ ウ チ は 、 ブ ダ ペ ス トとベ ル リ ン問 を移 動 し、 そ

して 後 に カ シ ャー ク とヘ ア ヴ ァル ト ・ヴ ァ ル デ ンの 両

者 を つ な ぐ こ と に な る。 ヴ ァ ル デ ンが20世 紀 の モ ダ

ンア ー トに 残 した 功 績 は 、 こ こ で あ らた め て 述 べ る ま

で も な い が 、 特 に い わ ゆ る 小 国 の 芸 術 家 を発 掘 し世 に

送 り出 した こ と は 、 ハ ンガ リ ー や ル ー マ ニ ア な どの 中

欧 の ア ヴ ァ ンギ ャ ル ド運 動 の 支 え と な っ た 。

デ ア ・シ ュ トル ム 画 廊 で は 、1921年 以 降、 連 続 し

て マ チ ス ・テ ウ チ の 作 晶 を 発 表 し、1923年2月 のll6

回 展 で は、 ハ ン ガ リー 出 身 の モ ホ イ=ナ ジ、 ペ ー リ ・

ラ ー ス ロ ー や ア ル キ ペ ン コ、 パ ウ ル ・ク レ ー に ま じ

り マ チ ス ・テ ウ チ も 展 示 し て い る 。 そ の 後 、ll8回

展 、119回 展 、124回 展 、126回 展 と1923年 だ け で も、

5回 を 数 え る 。 そ し て1925年 の139回 展 を 加 え る と 、

1921年 か ら5年 間 に 、全7回 発 表 して い る こ と に な る。

[図9]「 パ ウ ル ・ク レ ー 、 マ チ ス ・テ ウチ 展 」

カ タ ロ グ 、 デ ア ・シ ュ トル ム 、7-8月 、1921年

1

2

2

2

Brassai,EZ6んiγ65.Kriterionk6nyvkiad6,Bukarest,1980.pp.35-36,

Ev&Balka第UndertheSpelloftheBerlinStrum,Mα 言fl5距μ5σ勧 忽DεrB1側 θRε1鳳MissionArtGallery,2001,p,89,

037



ベ ル リ ン滞 在 中 のマ チス ・テウチ は、 シュ トル ムの ほ か に ドイツ の アヴ ァンギ ャル ド

作 家 た ち とも交流 が ある。ハ ンガ リーg)美 術 史 家バ イ カイ ・エ ー ヴ ァ氏 の研 究 に よれ ば、

1920年 のマ チス ・テ ウチ は、左翼 的傾 向の 「11月 グルー プNovembergruppe」 に加 わ り[・23]、

この グルー プが援助 す る ローマ で発 行 す る国際雑 誌 『Atys』(1920年ll月20日 発 行)に 、マ

チ ス ・テ ウチ の詩 「3月」と リノ リウム版 画が掲 載 され た とい う[・24]。詩の創 作 は、デ ァ ・シュ

トル ムの同人 た ちの影響 であ る[・25]。色彩 に対す る画家 の感 情が あ らわれ てい る。

緑 は や わ らか い 引 き延 ば し

力 は 緊張 し 裂け る

白は 緑 を 与 え る

黄色 は 白 を 隠す

色の形 は 復 活

生 き生 き とした谷 間 は 新 しい 始 ま り

白 緑

見 よ 目

喜 びは つ かみ とれ[*26]

この 年 の10月 に、 シュ トル ム画廊 で グ ラフ ィ ック展 が開催 され たが 、マ チス ・テウチ

の作 品 は展 示 されな かっ た。 この こ とか ら彼 は翌 年 の7～8月 の展 覧会 を計画 す る。 これ

が、 ブ ラ ッサ イがみ たク レー との二人展 であ った。

4ル ー マ ニ ア の ア ヴ ァ ンギ ャ ル ド とマ チ ス ・テ ウ チ:Bucure§ti

よ く知 られ たマ チス ・テ ウチ の個展 会 場 の写 真 は、1919年 にブ ラ ッシ ョーで 開催 され

3

4
亠

「)

〆0

2

2

2

2

ibid.,p.88.11月 グ ルー プに 加 わ った ハ ンガ リー 出 身 の作 家 に、ベ レー 二 ・ロー ベ ル ト、ペ ー リ・ラー ス ロー が い た。

ibid.

ibid.

Mattis颱uschIanos,Marcius,M勾orosVal6ria,Akolt6MattisTeusch.Ar5H聊gαrf伍,1994/Lマ チ ス ・テ ウチ は この ほ

か に3編 の 詩 を書 い てい る 。Marcius,M句orosVal6ria,ibid.,165.oId.
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た展覧 会の もので あ る[図10]。 この写真 には、壁面 に2段 、 あ るい は3段 に掛 け られた大

小 異 な るサ イズ の油彩 画 の ほか 、そ の両 隅 に台 座 がお か れ、 その 上 には小 さな彫 刻が み

え る。 この展 覧会 に出品 した彫 刻 は、2入 の 人物が 一体 とな り、 しか も彼 の絵画 にみ られ

る流線 形 の フ ォル ム をな してい る。1919年 頃 に制作 され た木彫 の 〈2人の 人物 の コ ンポ ジ

シ ョン〉[図11]は 、 表面 全体 に赤 と青 色 の着彩 を施 し、 その 形態 は 中央 に直線 が交 差 し、

左 右 に弧 を描 い てい る。 その かた ち は、 ち ょ うど1919年 か ら油彩 画 に あ らわれ た幾何 学

的 なか た ちに類似 して いる。

また1919年 に制 作 され た リノ リウム版 画 に は、そ れ まで の樹 木や風 景 に かわ っ て人物

を想起 させ るかた ちが あ らわ れ る。 この年 は、 マチ ス ・テ ウチの 画風が 変容す る時期 にあ

た るが 、彼 に とって油彩 、 リノ リウム版画 、木彫 の表現 媒体 に内容 の違 い はない。 大地 か

らうねる よ うに突 き出るかた ち は、即 興 的 にあ らわ れてい る ようでい て、熟考 の末 に生 み

出 されたか たちの ように もあ る。

この後、 マチ ス ・テ ウチ は、 前述 した よ うにベル リンの デア ・シュ トル ムでの発 表が 中

心 とな り、故 郷 ブラ ッシ ョー で創作 活動 をす るこ とはなか った。 マチ ス ・テ ウチが 故郷 に

戻 った 頃 には、 ブ ラ ッ シ ョー は もはや ハ ンガ リー 領で はな く、 ルー マニ アの 領土 とな っ

[図10]マ チ ス ・テ ウ チ 展 会 場 風 景 、 ブ ラ ッ シ ョー 、1919年
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[図11]マ チ ス ・テ ウチ

〈2人 の 人物 の コ ンポ ジ シ ョ ン〉

木 に 着 色 、1919年 頃 、 個 人 蔵

[図12]「MA』5巻1-2号 、1920年

27一.一 一一Co'1巨 η1ρorαπμ4110.50-51,1924.
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た。 カ シャー クが 革命政 府 の崩壊後 、 ウ ィー ンへ 逃 れて 当

地 で 『MA』 を復刊 した第1号 の 表紙 に は、 マチ ス ・テ ウチ

に よ る リノ リウム版 画が 印刷 され た[図12]。 こ の頃 のマ

チス ・テ ウチは 、 しば しば ブ ダペ ス トやベ ル リン、 そ して

ウ ィー ンを訪 れ勢 力的 に活動 して い くが 、それ まで関係 の

あ ま りなか った ブカ レス トのア ヴ ァンギャ ル ド ・グルー プ

に関 わる ように なる。

1920年 代 の ル ー マ ニ ア の 美 術 界 は 、1922年 に5年 間 の

チ ュ ー リ ッヒ で の活 動 か ら、 故 郷 の ブ カ レ ス トに 戻 っ た ダ

ダ イ ス トの マ ル セ ル ・ヤ ン コ(MarcelIancu,1895-1983)に

よ っ て 、 雑 誌 『現 代Contimporanul』 が 発 行 され 、 ル ー マ ニ

ア の ア ヴ ァ ンギ ャ ル ド運 動 が 、 ヨー ロ ッパ の 潮 流 と並 行 し

て 展 開 さ れ る 。 マ チ ス ・テ ウ チ は 、 こ の 「現 代 」サ ー ク ル

を 中 心 に 展 開 さ れ る ル ー マ ニ ア の ア ヴ ァ ン ギ ャ ル ドの グ

ル ー プ に協 力 し、MAの グ ル ー プ 同 様 に 、 ル ー マ ニ ア で も

雑 誌 の 誌 面 で 作 品 を 発 表 して い く。

マ チ ス ・テ ウ チ の ブ カ レ ス トで の 最 初 の 個 展 は 、1920

年ll月5日 、 メ ゾ ン ・ ド ・ア ー ルの 一 室 に て 開 催 さ れ 、 絵

画 、 彫 刻 と リ ノ カ ッ トが 展 示 さ れ た 。 ブ カ レス トの 人 々 に

と っ て 、 ドイ ッ 表 現 主 義 の 作 品 を 見 る 絶 好 の 機 会 で あ っ

た 。 マ チ ス ・テ ウ チ が 「現 代 」サ ー ク ル の 活 動 に加 わ る の は 、

1924年11月30日 ～12月30日 に コ ラ ル チ ェ ス ク 通 り9番 地

(Coralcescu,StL9)の`UNIVERSALAに て 、 現 代 サ ー ク ル

が 主 催 す る 第 一 回 国 際 展 覧 会 か ら で あ る[・27]。 こ の 展 覧 会

の 内 容 は 、 『現 代 』12月(50・51号)に 掲 載 さ れ た[図13]。

そ れ に よ れ ば 、 コ ミ ッテ ィー は 、 イ オ ン ・ヴ ィ ネ ア、 マ ル

セ ル ・ヤ ン コ 、M.H.マ キ シ ー の3人 。 出 品 者 は シ ャ ガ ー ル 、



パ ウ ル ・ク レ ー 、 ハ ンス ・ア ル プ 、 ク ル ト ・シ ュ ビ ッ タ ー ス 、 ハ ン ス ・リ ヒ タ ー 、 ヴ ィ ッ

ギ ン グ ・エ ッ ゲ リ ング 、 ハ ン ガ リー の カ シ ャ ー ク 、 チ ェ コの カ レ ル ・タ イ ゲ 、 ポ ー ラ ン ド

の シ ュ ツ カ を 含 む16人 の 国 外 作 家 と ル ー マ ニ ア か ら は 、 マ キ シ ー の ほ か 、 マ ル セ ル ・ヤ

ン コ 、 ブ ラ ン ク ー シ、 ヴ ィ ク トル ・ブ ラ ウ 不 ル 、 ミ リー タ ・ペ ト ラ ス ク 、 デ ィ ダ ・ソ ロモ ン、

そ して マ チ ス ・テ ウチ の8人 で あ っ た[・28]。 出 品 者 の 顔 ぶ れ か ら、 ダ ダ イ ズ ム、 表 現 主 義 、

構 成 主 義 が 一 同 に 展 示 され た こ とに な る 。

[図13]『 現 代』50-51号 、1924年 [図14]『 点 』9号 、1925年 、 表 紙 匚図15]『 点』

9号 掲載のマチ ス ・テ ウチの版 画

さ ら に こ の 年 の10月30日 に は 、 ス カ ラ ッ ト ・カ リマ チ(ScarlatCallimachl)、 画 家 ヴ ィ

ク トル ・ブ ラ ウ ネ ル(VictorBrauner,1903-1966)と 詩 人 イ ラ リエ ・ヴ ォ ロ ン カ(IlarieVd-

ronca,1903-1946)の 編 集 で 、 よ りラ ジ カ ル な傾 向 の 国 際 的 な 構 成 主 義 の 雑 誌 『点Punct』 が

発 行 さ れ る 。 翌 年 の1925年 の1月 『点 』第9号 に、 は じ め て マ チ ス ・テ ウチ の リ ノ カ ッ ト

が 掲 載 さ れ る[図14-15]。 そ し て この 年 、 マ チ ス ・テ ウ チ は4月15日 ～30日 に パ リの ヴ ィ

ス コ ンテ ィ ・ギ ャ ラ リー に て 個 展 を 開 催 し、 〈精 神 世 界 〉と くコ ン ポ ジ シ ョ ン 〉シ リー ズ を

発 表 す る 。 こ の シ リー ズ に つ い て は1925年3月 に ヴ ォ ロ ン カ に よ っ て 編 集 さ れ パ リ と ブ

28 ibid.
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カ レ ス トで 発 行 さ れ た 月 刊 誌 の 「完 全lntegral』 に 掲 載 さ れ た[・29]。 こ の 雑 誌 は 、 創 刊 号 の

表 紙 の タ イ ポ グ ラ フ ィに も あ ら わ れ て い る よ う に、 円 とIntegralの 頭 文 字 の 「i」の あ る矩

形 に よ っ て 構 成 さ れ た ご く単 純 で は あ る が 、 明 快 な デ ザ イ ンで あ っ た[図16]。 ヴ ォ ロ ン

カ と画 家 マ ッ ク ス ・ヘ ル マ ン ・マ キ シ ー(MaxHermanMaxy,1895-1971)が そ の 前 年 に 、

ホ 　 ス 　パ ワ　

出版 した ア ンソロ ジー 『75HP』(75馬 力 はルー マニ ア人の憧 れ の 自動 車 を意 味す る〉[図
ビク トホエ シ ア

17]の なか で表明 した 「Pictopoezie」(絵画詩)の 理 論 を装 幀 に反映 させ た ものであ ろ う。 マ

チ ス ・テ ウチ は この 『完 全』4号 の 裏表 紙 に はパ リの 編集 者 と して マチ ス ・テ ウチの 名前

が 記載 されて い る。 さ らに6-7号 の表紙[図18]に は、マ キ シー、 ヴ ォ ロ ンカの 名前 につ

づ いて マチ ス ・テウチ の名前 が記載 され てい るこ とか らも、マ チス ・テ ウチ が この グルー

プに果 た した役 割 が少 な くない ことがわ かる。

図17『75HP』1924年

図16「 完 全 』1号 、1924年

図18『 完 全16-7号 、1925年

この時 期 のマ チス ・テ ウチの 作 品 につい てみ れ ば、1924年 か ら25年 に制作 された リノ

カ ッ トは、斜 め ヒに のび る直線 とその線 に交 差す る構 成的 な幾 何学 的 な面が あ らわれ る。

そ して フ レーム を構成 して いた周 囲の枠 は な くな り、画 面の 中央 に構 成的 な形態 がお かれ

る。 それ は、 ち ょうど建築 的で構築 的 な三次 元的 なかた ちで ある。つ ま り、 ドイ ツ表現 主

29 MarlanaVidaandGheorgheVida,ibld.,p.ll7
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義 か ら構 成 主義 のス タイ ルへの 変容 が み られ る。 このマチ ス ・テ ウチ の表 現上 の 変容 は、

ルーマニ アの アヴ ァ ンギ ャル ド運動 と どの よ うに 関係 してい るのだ ろ うか。

確 か に 「現 代」の グルー プ は ヨー ロ ッパ的 な同時 代 の前衛 美術 を紹 介 して いたが 、雑 誌

そ の もの は、 編 集 が マ ルセル ・ヤ ンコの 編集 とい う こ と もあ り、文 学 が 中心 で あっ た。

そ れ に対 して 、造 形 を 中心 と して、 明確 にル ーマ ニ アの アヴ ァンギ ャル ドを表 明 したの

は、 詩 人 の ヴ ォロ ンカ で あ っ た。 『75HP』 の なか で ヴ ォ ロ ンカは、 ペ ンネ ー ム、 ア レ ッ

クス ・チ ェ ルナ ト(AlexandUrCernar)の 名 で 「ピク トポエ ジア 」宣 言 を発 表 し、絵 画 詩

「AVIOGRAMA」 を描 いた。 この 絵画 詩 で は、 エ ンジ ン、

鉄道 、 ラ ジエ ー ター 、電信 な どのモ ダ ンな経 験 と して の

テク ノロ ジー の イメー ジが 歌わ れ、ハ ンガ リーの モホ イ

=ナ ジ に よる 「タイポ フ ォ ト」、チ ェ コの タイゲ に よる

「ポエ テ ィスム」と同様 に、 ルー マニ ア にお い て も視覚

と言語 を統合 した グ ラフ ィズムが登場 す る匚*30]。

この よ うに画面 の二 次 元空 間 に形態(要 素)を どの よ

うに構 成す るか を主 眼 と した方 法 は、それ まで画 家の精

神性 を色 彩 や形態 に追究 して きたマ チス ・テ ウチの造 形

上の方 法論 とは、全 く異 な る もの であ った。都市 的 な記

号 を視 覚的 に合成 す るグ ラフ ィズ ム を、絵 画 の表 現 に置

きか えて い っ た。1920年 代後 半 に制作 され た一 連 の絵

画 の主題 は、 もはや色彩 にはな く、幾何学 的 な形 態 の人

物像 とそ の背景 との 関係 、 また記号 化 された 人物 像 の配

置が 問題 とされ てい る。 ドイツ表現 主義 時代 にみせ た鮮

烈 な色彩 はな く、む しろ静 かな調子 が画 面全体 を覆 って

い る。座 る女 性像 、二 人 の人物[図19]な ど、具 体 的 な

対象 の形 があ らわれ、 しか も人物 を記号 の よ うにパ ター

ン化 した幾 何学 的な 人物像 が描か れて いる[図20]。 [図19]マ チス ・テ ウチ 〈二人の人物〉

油彩 、キャ ンバス、1927年 頃、個人蔵

30 拙 稿 「グ ルー プ 「デ ヴ ィエ トス ィ ル」と カ レル ・タ イ ゲ ーチ ェ コ ・ア ヴ ァ ン ギ ャ ル ド芸術 研 究

大字 文学 部 紀要 、 第64号 、2002年 、1-22頁 。

1」北九州市立
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[図20コ マ チ ス ・テ ウ チ 〈コ ンポ ジ シ ョ ン〉

テ ンペ ラ、 板 、1930年 頃 、 個 人蔵

このマチ ス ・テ ウチ の変容 が はっ き りとみ られ る

1924年 は、 『BLOK』 に ルーマ ニア の作 家 と して紹介

記事が掲 載 され た年で あっ た。

こ う した変 容 の背 景 に は も う一 方 の雑 誌 『完 全』

の グル ー プの 影 響 も少 な くない と思 え る。 『完 全 』

の創刊 号 にお い て ヴ ォロ ンカは、 「シュ ル レア リス

ム とイ ンテグ ラ リス ム」とい う論文 を発 表 し、 シ ュ

ル レア リス ムを批判 しなが ら、 それ に代 わる もの と

して、 「イ ンテ グラ リス ム」を宣 言す る[・3q。そ の な

か で ヴォ ロ ンカ は、「イ ンテ グラ リスム は(中 略)統

合 され た秩 序 であ り、本 質的 で、建設 的 で、 イ ンテ

グラ ルな秩 序」で あ る と述 べ 、「イ ンテ グラ リスム

が20世 紀 の ス タイ ルを切 りひ ら く」[・32]と高 々 に宣

言す る。 そ う した世 界の統合 を説 く点 にお いて、 そ

の コ ンセ プ トは構 成 主義 に あ る。 ち ょ う どハ ンガ

リー のMAの 作家 た ち も、 ダダ は古 い もの み な し、

構 成主 義 の時代 に入 ってい た。以 上の こ とか ら、 マ

チス ・テ ウチが表 現主 義か ら構成 主義へ と変容 して

い くの は、 時代 の潮 流 に呼 応 して いた た めで あ り、

自然 な ことであ った。

おわ りに

大戦 問期 の 中東 欧 のア ヴ ァンギ ャル ド芸術 家の多 くが 、 自 ら発行 す る雑 誌 を通 じて、 自

分た ちの美 学や作 品 を発表 して いた。雑 誌 とい う印刷 メデ ィアに掲 載す るこ とは、 その メ

デ ィアに最 適 な手 法 を とるこ とが 望 まれ、そ の意味 にお いて、 リノ リウム版画 が好 まれて

制作 され た。小 さな世 界 に、 限定 され た白 と黒 の表 現。集 中力 と力量 が明確 にあ らわれ る

1

2

3

3

Ilarie～bronca,Suprarealism苧ihltegralism,1η 亡θgrαZ,110.1,1925.
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そ の表現 は、 アヴ ァ ンギ ャル ド運動 とい うネ ッ トワー クの情 報空 間 のなか で複 製 され、広

範 な国 と地 域へ 認知 されて い く。 マチ ス ・テウチ に代 表 され るよ うに、表現 はそ うした情

報空 聞の なかで、 つ ま りベ ル リン、ブ ダペス ト、 ブカ レス トで共 有 され、 その環境 の なか

で次 の新 しい芸術 が創造 され てい くので あ る。

印刷 物 に掲載 され た ものが、 「芸術 」と呼べ るの か、 と問 われ るか も しれ ない。 しか し、

20世 紀 の芸術 が 複製 を前 提 に、 そ の技術 に よって成 立 す る作 品 を生 み出 して きた。 な ら

ば、 リノ リウム版 画 もタブ ローや彫 刻 と同様 に、 作家 に とって は重要 な表 現手段 であ り、

その大 芸術 か小芸術 とい う違 い はないの であ る。印刷 メ デ ィアの空 間が創造 した芸術 のな

か に、中東 欧の アヴ ァンギ ャル ドの実 にダ イナ ミ ックな運動 の一 端が み られるの であ る。

※本稿執筆にあたり、富士ゼロックス株式会社ならびに横田茂ギャラリーにご協力いただいた。

[い ぐち としの ・埼玉大学 教養学部助教授]
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戦間期東欧の民俗学と柳田学

平賀英一郎

松 江 出身 に版画家 平塚 運一 がい るため か、 島根 県立 美術館 は版 画の コ レク シ ョンに力 を

入れ てい る。 あ る とき常設 展示 で伊 東深 水(1898-1972)の 版画 「近江 八 景の 内 唐 崎 の松 」

(1918)を 見 て 、 コー シュ ・カ ー ロイ(1883-1977)や ビリー ビ ン(1876-1942)の 絵 との類

似 に驚 い た。後二 者の ほ うが先 行 して いるが、 直接 の影響 関係 があ った とは思 えない。 同

時代 的 な対 応が あ っ たの だろ う。 ア ール ・ヌ ー ヴ ォーは、 浮世 絵 な ど日本の 美術 の 影響

を受 けた。 それ に よって新 たな表現 を得 た ヨーロ ッパ か ら、 さらにめ ぐっ て当の 日本 の版

画、深 水 らの試 みた新 版 画 に響 きが送 られ て きたの であ ろ う。 時 あ たか も20世 紀。 世界

はす で に互 い に連 絡 し呼応 して いた。 「同時代 」とい う言葉 が世 界大 の意味 を持 つ時 代 と

なってい たので ある。

第一次 大 戦 と第二 次大 戦 の問 の時期 の 東 欧は、 ひ とつ の黄金 時代 であ った。 「東 欧」と

い う地域 規 定 は、第 二次 大戦 後 の冷戦 下、 「ソ連 圏の衛 星 国家群 」の地域 を指す 言葉 だか

ら、 不適 当 だ とい う議 論が あ る。 しか し 「ドイ ツ とロシア と トル コの問」を指 す名称 は必

要 だ。 ここ は、 第一次 大戦 の結果 、 まさに この三帝 国が瓦解 したあ と現 われ出 た地 域 であ

り、独 立 自立の解 放感 ・達成 感、沸 き立 つ ような気分 が才能 の発露 を促 し、創 造 の意欲 を

か きたて ていた こ とだ ろ う(ハ ンガ リー の場合 は少 し早 く、世紀 転換期 か ら20世 紀 初頭 が

黄金 時代 に当た るのだ が)。

戦 間期 の 「民俗 学」を考 える と、 一流 の芸術家 や他 の領域 のす ぐれ た学者 が 「民俗 学」に

ひ とか た な らぬ 興味 を示 し、 「越境 」して 、み ずか らこの学 問 に手 を そめ てい る とい う現

象が 目に と まる。 民謡採 集 を行 なったハ ンガ リー の現代音 楽家 バ ル トー ク(1881-1945)と

コダーイ(1882-1967)を は じめ、 オー ス トラ リア原住民 などの 問で フィー ル ドワー クを行

ない、「精 神分 析 と民族 学 」を書い た こ とで知 られ る精神 分析 の ローハ イム(1891-1953)、

ハ ンガ リー 人で 、第 一次 大 戦後 ルー マニ ア領 にな った トラ ンシルヴ ァニ アの建 築家 に し
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て画 家、小 説家 で もあ った コー シュ、 ル ーマ ニアの宗 教学 者 エ リアー デ(1907-86)、 ルー

マニ ア に伝 わ るバ ラー ド「ミオ リ ッツ ァ」に魅 せ られ 、 ルー マニ ア精神 風 土 を 「ミオ リ ッ

ッ ァ的空 間」と して解 いた哲 学者 ブラ ガ(1895-1961)、 この 時期 ロシァか らプ ラハ に来 て

活動 して いた記 号学 のボ ガ トゥイリ ョフ(1893-1971)と ヤ コブ ソ ン(1896-1982)な ど。 ボ

ガ トゥイ リ ョフはス ロヴ ァキアや ルテ ニアの民俗 誌 で有名 で、 モス クワ言語 学サ ー クル時

代 か らの 友人 ヤ コブ ソ ンは彼 と共 著 で 「創 造 の特 殊 な形 態 としての フ ォー クロア」とい う

す ぐれた論 文 を書 いて いる。 コー シュの主 た る興 味 は トラ ンシル ヴァニ アの文化 史 にあ っ

たが 、農 家の建 物 につ い て論文 が ある し、息子 は正 真 正銘 の 「民 俗学 者 」にな った。正確

を期 せ ば、エ リアー デが ルーマ ニ アの民 間伝承 に関す る論 文(の ち に 「ザ ルモ クシスか ら

ジ ンギス カ ンへ 」に まとめ られ る)を 書 くの は第二 次大 戦後 で あ る こと、 バ ル トー クの民

謡採集 活動 はほ とん どが第一 次大戦 前 に行 なわれ てい るこ と、精 神分析 の ほ うで名 を残 し

た ローハ イム は もと もと人類学 を志 していた 人で、 精神分 析 家 にな る以 前 にすで に 「民俗

学 者」で あ った こ と(「ハ ンガ リーの俗 信」は今 も価値 を失 わな い)な どを言 ってお かね ば

な らない けれ ど も。

彼 らの背景 は さま ざ まだ。ユ ダヤ人 が いる。 民族 主 義結 社 との 関係 を疑 われ た者 が い

る。構造 主義 や精神 分析 な ど、 時代 の先端 の思潮 が ある。西 欧 の思想が 辺境 にお いて先鋭

な形 を と り、土着 の思想 と交 じ り合 い、せ め ぎ合 う。 それ らが この地域 にお いて 「民俗学 」

に接近 した とい う事 実。 きっ と 「民 俗学 」の ほう に何 か招 き よせ る ものが あ ったの だろ う

し、彼 らの側 に もそれ に共 鳴す る ものが あっ たのだ ろ う。

「民俗 学」の特徴 は、無名性 と全体性 にある。 その対 象 は 「名 も無 い」民 衆、 それ も都市

民 で な く、農民 の生 活文化 が主 た る関心事 だ。文 明 を担 うのが都市 で ある と した ら、二重

に疎 外 された彼 らを主役 とす る 「民俗 学」の誕 生 は、 ま ぎれ もな くひ とつ の ア ンチ テー ゼ

であ る。 そ して 「民俗 学」は、 民衆 の生 活 の全体 を知 ろ うとす る。 民衆 の精 神文 化 や物 質

文化 、社 会制 度や科 学技術 、すべ てが この学 問 の記述対 象、 考究対 象で あ る。 われ われ の

複雑 にな りす ぎた社 会 は、 全体 を細分化 し、そ のそれ ぞれ に専 門家 を当て る。 か な り前か

ら、細部 の専 門家が 多 くな りす ぎて、全体像 は誰 にも まった くつ かめ な くなって い る。 そ

れに対 し、 なお単純 だ った当時 の農村 は、 全体 を把握 す るこ とが 可能 だっ た。 よ き村 人 の

知 識や 経験 の総 体 は、 ひ とつ の 「全 体 」をな してい た。加 えて、没 歴史 性 も特徴 にあげ ら

れ よう。 む ろん時 間の経過 に伴 う変化 変遷 は ある。そ れ を 「歴 史」と言 うな ら 「歴 史」はあ

るわ けなの だが、それ を 「歴 史 」とす る こ とが、今 までの 「歴 史書」の校訂 作業 た る 「歴 史」
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を変革す るもので ある わけだ。

19世 紀 はす ぐれ て 「歴 史の 時代 」だ った。 それ は言語学 にお いて最 も明瞭 に認 め られる。

19世 紀 の歴 史言語 学 は、言 語の系 譜 を さ ぐ り、 祖語 を再構 築 す るこ とを 目標 に して いた。

こ うい う通 時 言語 学 に対 し、 ソシ ュー ル以後 、現 在 生 きて い る相 にお い て言語 を捉 え よ

う とす る共 時言 語学 、構 造 言語 学が 生 まれ た。構 造 主義 と現 象 学が20世 紀思 想 の柱 とな

る。20世 紀新 思 潮 を性格 づ け るの は、歴 史主 義 か らの脱 却 で ある。19世 紀 に特徴 的 な天

才崇 拝 は、 つ ま り 「固有 名詞 」崇 拝 で あ る。 ここで 東欧 の多 くは、 エ ンゲル スの言 う 「歴

史 な き民 族」の地 であ った こ とを考 えよ う。 エ リアー デは 「歴 史 の恐怖 」につい て語 った。

被支 配民 族 に とって、事件 史 た る 「歴史 」は災 い で しかな い。 「民俗 学」とい う学 問の持 つ

「没 歴史 的性 格 」を考 えあ わせれ ば、 この地 で第一級 の知性 と 「民俗学 」と20世 紀 思想 の最

先端 が幸福 な出会い を果 た して い るの は、決 して偶 然 でない こ とが わか るだ ろ う[・1]。

これ らの人 々の多 くに共通 す る ものが もう一つ ある。亡 命 だ。 フ ァシズ ムか らの、共 産

党政権 か らの亡命 。 みずか らの力 で勝 ち取 った とは言 えず、第 一次大 戦で周 囲 の三帝 国が

崩壊 したた め に独 立 や統一 に至 った にす ぎない 国力不 十分 の小 国群 は、 や がて ドイツの、

続 いて ロシ アの勢力 圏 に組 み入 れ られ て しま う。政 治経 済の不 完全 な発 達 は、 やがて ナチ

ズ ムや コ ミュニズム の全体 主義政体 に呑 み込 まれ る結果 を きた し、 その ため に、 戦 間期 に

華 々 し く開い た文化 の最良 の部分 を、亡 命者 とい う形で 西欧 ・ア メ リカへ 送 り出す こ とと

なった。

実 はも う一入 、 ここ に並べ た い第一級 の学 者が いる。 第一次 大戦後創 設 され た国際 連盟

の仕 事 で、1920年 代 の初 め にジ ュネー ヴに住 んで いた柳 田国男 で ある。他 領域 か ら 「民俗

学」へ越境 して きた東 欧 の学 者や 芸術家 た ち と、 「日本民俗 学 の祖」で、 スイス に少 しの間

暮 らした だ けの柳 田 とは、一 見 した ところ大 い に姿 が異 なる。 だが よく見 てみ れば、 そ う

と も言 えない のであ る。 むろん亡 命 は して いないが 。

1 東 欧の 「民 俗学」について付 け加 える と、 東欧諸 国で は同胞 自民族の研 究 をethnography(ハ ンガ リー語 の

n6pr勾zは その直訳)と 称 していた。歴史が浅 く、歴史に翻弄 された 「民俗学」は、 それぞれの国や民族の事情

によって、官学 との関係によって、 さまざまな現われ方をす る。 インステ ィテユーシ ョンの問題 もある。 「日

本民俗学」の特徴 は、物質文化研 究が弱 いことだ。それは、柳田や折口 という精神文化のす ぐれた学者が指導

していた在野 の学問 という生 い立 ちに よる。聞 き書 きは容易だが、モノの収集には資金や運送手段、保管場所

が必要 だ。民族 のアイデ ンテ ィティの要 として優 遇されていた一方で(各 国の民俗博物館の首都 にお けるよい

立地 を見よ)、その研 究者は都市民の出身である。農村出身者(柳 田自身がそうだ)の 多い 日本とはここも違 う。

「比較 「民俗学」学」とい うものをやってみたらお もしろか ろう。
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柳 田 国男(1875-1962)は 、言 うまで もな く 「日本 民俗 学 」を打 ち立 て組織 した大 学者 で

あ る。 しか し、 その業績 が あ ま りに巨大 であ るた めに、後 の世 か らこれ を眺 め る人 は、 少

なか らぬ誤解 や大 きなパ ースペ クテ ィヴの歪 みを持 って しまう。 あ れだ けの巨人 が前景 に

いた ら、 どう して も多少 の狂 い は出て しま うものだ けれ ど も。

彼 の もっ と も名 の知 れ た著作 は、 明治43年(1910)、 彼 が36歳 の と きに出 され た 「遠 野

物 語」であ る。 その ため、彼 の伝 記 に詳 しくない人 には その 頃か らず っ と民俗 学者 であ っ

た ように、農 政学者 や高級 官僚 と しての経歴 を知 る人 に もその 頃か ら民 俗学へ の道 を歩 み

は じめてい た ように、漠 然 と考 え られ てい る。

また、彼 は西 洋 の理論 を無批判 に 日本 に 当て はめ る態度 を 「取 次学 問」と呼 ん で、極 度

に嫌 って いた(柳 田国男 は実 にポ レ ミックで ある。 この 点、尊 敬 してい た森 鴎外 を思 わせ

る。 内実 ほ とん ど罵 倒 であ るが 、そ れ を包 む レ トリック に感 心す る)。 だが、 その彼 自身

は英仏独 語 を解す 「西洋 通」であ り(40歳 ごろ まで旅 にはい つ も洋書 を携 えてい た)、 西 洋

の学 問を咀嚼 し消化 しきった のち、 自らの学 問に取 り入 れてい た。横 の もの を縦 にす るだ

けの学者 が やる よ うに、横 文字 の術語 や人 名書名 を並べ 立 て ないので、 わか りに くいだ け

であ る(し か し仔細 に見 る と、 それ もけ っ こうのぞ いてい る)。 洋館 に住 ん で もい たの だ。

彼 が 「民俗 学 者 」に な った の も、ふ つ うに考 え られ てい る よ り遅 い。 あ の伝 説 の 雑誌

「郷 土研 究」(1913-17)を 出 して いた ときにおお よそ の方 向転 換 が行 なわ れて い るが 、 はっ

き り と 「民俗 学」へ の決 定的 な一歩 を踏 み 出 したの は、 国際連 盟 の委任 統 治委 員 と して の

ジュ ネー ヴ滞在(1921-23)が 契 機 であ る。 「民 俗学 者」柳 田国男 の誕生 を画 す のは、 「遠野

物語 」で はな く、 委員 を辞 任 し帰 国 しての ち精力 的 に行 な った講演 を まとめ た 「青年 と学

問」(1928)だ 、 と考 え たほ うが いい 。「郷 土研 究 といふ こ と」(1925)「Ethnologyと は何 か」

(1926)「 日本 の民俗 学」(1926)な どを含 むそれ は、 「日本民俗 学」の樹 立 に向 けた宣言 と言

える。

「結果 か らの遡 及」とい うの は、 陥 りが ちな罠 で ある。 「遠野物 語 」お よび前後 して著 さ

れ た 「後 狩詞 記」(1909)「石神 問答 」(1910)を 「三部作 」な ど と称 して、 そ こか ら 「民俗 学」

が 始 まった よ うに述べ た て て は、事 実 を誤 る。 「民 俗 学」の 前史 に挙 げ る分 に はい いが 、

前 史 には他 の多 くの事 柄 も含 まれ てい るの だか ら、そ れのみ 過大 に扱 って はな らない。 の

ちに柳 田 が果 た した 役割 か ら見 て、 特権 的 な意 味 が付 与 され るの は しか たが ない に して

も。柳 田個 人 の内的発 展 は、柳 田伝 の領域 であ る。客観 的 な学史叙 述 は、発表 され たテ ク

ス トや外 に現 われ た事実 か ら構 成 されね ばな らな い[*2]。本稿 は 「柳 田伝 」も考 察す るの だ
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が、 二つ を混 同せ ず、 パ ースペ ク テ ィヴ を確 か に持 ちた い と願 って い る。柳 田が大 きな

業績 をあ げるの は昭和 に入 ってか らで ある。生 前す で に十分 大 きか ったが、 最晩年 か ら長

逝後 にか けての 「定本 柳 田 国男 集」(31巻 ・別巻5巻)の 刊行 によって、 今 日の 「知 の巨 人」

の イメー ジが築 かれ たので ある。

ジュ ネー ヴへ立 つ前 、1920年(大 正9年 、46歳)の 時 点で 、彼 は ど うい う人 物で あ った

か。世 間的 に は、 前年末 に辞任 したば か りの貴 族 院書 記官 長で、 農商務 省や 内 閣法 制局 で

腕 を振 る った高級 官僚 であ る。そ の年 には朝 日新 聞社 客員 に就 いてい た。学 問の ほ うか ら

見れ ば、農 政学者 で ある。官 吏の仕 事 のかた わ ら、早 稲 田、専修 、 中央 、法 政で 農政学 を

講 じ、「時代 ト農 政」を始め、 それ まで に 「農政 学」「農業政 策学」「産業 組合」な どを著 して

い た。 ジュ ネー ヴか ら帰 国後 の1925・26年 に も早稲 田大 学 で農民 史 を講義 し、 「日本農 民

史」(1926)を 出 して もい る。文 学者 や文 学愛 好家 に とって は、新体 詩 人松 岡 国男 であ り、

早 くに詩 を廃 したの ち も、文 学者 の集 ま り龍土 会 ・イ プセ ン会 の中心 メ ンバ ーの一 人 と し

て、仲 間 であ った。 「遠野物 語」も、 文学 的香 気 の漂 う 「作 品」で あっ た こと、 ここ にま と

め られ る話 を柳 田に語 った佐 々木喜 善 も文学志 望 の青 年 だっ たこ とを想 起 して もいい。

で は、明 治か ら大正初 期 には 「民俗 学」は存在 してい なかっ たのか?い なか った とも言

え る し、 いた とも言 える。

あ らか じめ用 語 の混 乱 を避 け るた め に、生物 と しての 人 間 をあつ か う分 野 を 自然 人類

学、 人間 の文化 をあつ か う分 野 を文化 人類 学 としてお こう。

日本の 人類 学 会が創 立 され たの は明治17年(1884)。 開国が1854年 で あ るこ とを考 えれ

ば、 お そ ろ し く早 い。1863年 生 まれ で 当時 まだ学 生 の坪 井正 五 郎 とそ の友 人 た ちの ク ラ

ブ の ような もの(「 じん るいが くの とも」)だ った とはい え、パ リ人類 学会 設立 に25年 、 ロ

ン ドン人 類学 会 に21年 遅 れ るのみ だ とい う。 広義 の人 類学 、 つ ま り自然 ・文化 両 人類学

と考 古学 をそ の領域 と して い た。 考 古学 会 はの ち 正895年 に人類 学 会か ら分 立 す る。 文化

人類 学 の分野 は 当時 「土俗学 」と呼 ばれ てお り、報 告 は数多 くあ っ た ものの、 草:創期 の 当

然 として、深 くもな けれ ば体系 的 で もなか っ た。 注 目す べ き寄稿 者 は、 山中笑 、伊 能嘉

2 「柳 田国男の発生」を副題 とする赤坂憲雄の 「山の精神史」(1991)「漂泊の精神史」(1994)「海の精神 史」(2000)三

部作は、柳 田のテクス トを丹念に読み込む作業 に基づいてお り、柳 田理解 を大 きく進めた労作 である。ただ、

柳田のテクス トを追うことに専念するあ まり、周 囲 ・同時代 の状況がよ く見 えていないのが欠点だ。
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矩、 鳥居竜 蔵、 南方 熊楠 な どであ る。人 類学 会の活 動 として、明 治26年(1893)か ら夏期

人類 学講 習会 が催 され、 そ の機 会 に、 それ に参加 した 人 々が 集 まっ て、第1回 の土俗 会が

開か れた。 この会 はそれか ら明治33年 まで に6回(1894・95・96・97・1900)開 かれ、 参加

者が 、新年 の風習 ・育 児習俗 など回 ご との テーマ(坪 井正 五郎 が 出題 して い た)に つ いて、

自分 の 故郷 や勤 務 地 の習俗 を報 告す る とい う もの で、 ア イヌの 参加 者 の あ る年 もあ った

が、特 に結 実 を見 るこ とな く止 んだ。

「郷土 研 究 」創刊 と同 じ年、 大 正2年(1913)に は、 前年 に発会 した 民俗 学 会 が 「民俗 」

を創刊 す る。編集 は石橋 臥波 で ある。石橋 臥 波 と永 井如雲 が幹 事 とな り、 井上 円了、 芳賀

八一 、大槻 文彦 、 吉 田東伍 、高楠 順 次郎 、高 木敏 雄、坪 井 正五 郎、 富士 川游 、三 宅米 吉、

白鳥 庫 吉、 関根 正直 、 関野 貞 な ど、 錚 々 た る顔 ぶ れ が この 会の 評議 員 に名 を連 ねて いた

が、2年 後 に通 巻5号 で終 わ った。雑 誌 に は人類 学 会 の坪 井 、鳥 居、 伊能 や、 南 方、伊 波

普猷 な ど も寄稿 した。

「土俗 学」「民俗学 」を標 榜 した この2回 の試 み と も早世 であ ったが、 要す る に、 「民俗 学」

が生 まれ 出でん ばか りに なって はいた のであ る。

柳 田個人 にお いて は どうだ った のだ ろ うか 。

の ち に 「民俗学 」を志 した動 機 につ いて問 われ た と き、即座 に 「それ は南 方の感 化で す」

と答 え た とい う[・3]。柳 田が 「日本 人の可 能 性 の極 限 か と も思 い、又 時 と して は更 に それ

よ りもなお 一つ 向 こうか と思 うこ とさえあ る」「どこの隅 を尋 ねて見 て も、 これ だけが 世間

並 み とい う もの が、 ち ょっ と探 し出せ そ うに も無 い」(「ささやか な る昔 」)と評す る博 覧強

記の南 方熊 楠(1867-1941)は 、 明治33年(1900)、13年 に わた る英米 滞在 を切 り上 げ て ロ

ン ドンよ り帰 国 し、37年(1904)か ら 「東 洋 学芸雑 誌 」な どに 日本語 で寄 稿 を始 め、「人類

学 雑 誌」に も41年(1908)か ら論考 を発 表 してい る。柳 田は、 坪井 に勧 め られて 自著 「石

神 問答 」を南 方 に贈 呈 し、 そ れ か ら文 通 が始 ま る。 フ レイザ ーの 「金 枝 篇 」を明 治45年

(1912)か ら読 み は じめ てい るの も、南 方の導 きに よる もの であ る。「フ ォクロ アの研 究 法

とで もい うべ き もの を御 書 き下 さる ま じ くや」と彼 に頼 ん で もい る(大 正3年4月10日 付

書簡)。 両者 の交信 は、 「遠野 物語」刊 行後 、 「郷土研 究」編 集 の時代、 まさに柳 田がの ちの

「民俗 学 」へ の歩 み を始 め た時期 で あ り、 南方 はその 大先 達 であ った。 の ち に破 局 に至 る

3 宇野脩平 「南方さんのこと」。笠井清 「南方熊楠」附録、1967。
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この両 巨人 の往 復書 簡集 は、読 み ごたえの あ る ドキ ュメ ン トだ。

高木 敏雄(1876-1922)も 、彼 の 「民俗 学 」へ の道 の りで大 きな役割 を果た して い る。 柳

田は雑誌 「郷土研 究」と 「民族」を編集 したが、共 同編集 者 に意外 な人物 を選ぶ癖 が ある よ

うだ。後 者で は、 はるか に年少 で、 まだ何者 で もなか った少壮 学徒 の 岡正 雄や有 賀喜左 衛

門 らと組 んで いる し、郷土 の研 究 を標榜 す る雑 誌 に、独 文の 出で神話 学者 の高 木 を相棒 に

す る とい うの に も、 一驚 を喫す る。 しか しよ く見 れば、 才能 あ り、 一緒 に仕事 をす る こと

で 自分 が刺 激 を受 け向上 で きる者 を、正 し く選 んで い るので あ る。 高木 は 「郷土研 究 」か

ら離 れ ての ち何 も書 か なかっ たので忘 れ られて いるが、柳 田が まだ弱 か った この分 野で の

西 欧の業績 を吸収す るの に助 け とな っただ ろ うと思わ れる ほか に も、 この頃 の彼 の論 考 を

ま とめ た 「日本神 話伝 説の研 究」な どを読め ば、す ぐれ た学者 であ った こ とが わか る。 「郷

土研 究 」創 刊 号 の巻 頭 を飾 った 「郷 土 研 究 の本 領」は、 恐 ろ し く正 しい堂 々た る論 述 だ。

伝 記 に不 明 な とこ ろ多 く、 なぜ この時期 以後研 究 か ら離脱 したのか わか らない。 しか し、

ドイッ留学 の辞令 を受 け た直後 の早 す ぎる死 は、 いか に も惜 しまれ る。

「郷 土研 究 」の刊行 は、郷 土会 に参 加 して いた 時代 の こ とだ った。 この会 は、地 方 の研

究 に興味 を持 つ者 が新渡 戸稲 造(1862-1933)の まわ りに集 まって、 明治43年(1910)ご ろ

始 ま り、第 一次 大 戦後 の新 渡 戸 の渡 欧 を もっ て終 わ った。 参加 者 は、小 田内 通敏 ・石 黒

忠篤 な ど、主 に地 理 学者 と農 政官 僚 で、 「人生 地理 学」の著 者 で のち に創価 学 会 を始 め る

牧 口常三郎 も常 連だ った。新 渡戸 の人徳 で、 この会 に はいろ いろ な人 が顔 を見せ た。 山中

笑、 会津八 一、尾 佐竹猛 な ども出席 してい た。 農学者 で 国際連盟 事務 局次長 だ った新渡戸

は、 疑い もな く柳 田 の先 達 であ る。

南 方 との文通 で、柳 田 は、 「郷土研 究」が 「民俗 学 の雑誌 の ようた びた び仰 せ られ候 には

迷惑仕 り候 」「小生 専 門は ルー ラル ・エ コノ ミー に して、 民俗学 は余 分 の道楽 に候」(大正3

年5月12日 付 書簡)と はっ きり言 明 してい る。 この 「ルー ラル ・エ コノ ミー」を 「地 方制 度

経 済」と取 って批判す る南 方 に対 して、 「農村生 活誌」[・4]とで も訳すべ きものだ と さらに 自

己の 立場 を明 らか に して い る(「南方 氏 の書簡 につ いて」。「郷 土研 究」2巻7号 、大正3年9

月)。 つ ま り、「地方 の研 究」(1907)で 新渡 戸稲造 の唱 えた 「地方学 」(ここで 「地方 」は 「じ

か た」と訓 む。江 戸 時代 の町方 に対 す る語 で、 農村 部 を意味す る)、 「田舎 に関係 ある農 業

4 しか し大正2年6月22日 付 の書簡 では、 自分 の専 門を 「田園経済」だ と言っている。「ルーラル ・エ コノミー」

の意味 も、雑誌編集の過程で微 妙に変化 して きているのだ。
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な り、 制度 な り、 その他 百般 の事 につ きて言 える もの を学術 的 に研究 」す る 厂い わば 田舎

学 」と重 なる もので ある。 それ は、 自己認 識 と して そ うであ るばか りで な く、 客観 的 に も

そ う認 め られ る。 しか し一 方で、 「郷 土研 究 」を 「民俗 学」の雑誌 と見 なす 南方 の よ うな読

者 ・執筆 者 が多数 い たわ けだ し、 そ れ もまた客 観的 な事 実で あっ た。周 囲 はすで に 「民俗

学 」(南方は この言葉 を使 って いる)が あ るもの と見 て いたが、柳 田の中で は、「民俗 学」は

生 まれ るべ く敷 居際 にあ った もの の、一 歩が まだ越 え られ てい なか った、 とい うこ とだ。

柳 田 は言 う。 「「平民 は いか に生 活す るか 」また は 「いか に生 活 し来 たっ たか 」を記 述 し

て世論 の前提 を確 実 にす る ものが これ までは なか った。 それ を 「郷土研 究」が遣 るので す。

た とい何 々学 の定義 に は合 わず とも、たぶ ん後代 これを定義 に新 しい学 問が この 日本 に起

こる こ とに な りま し ょう」(「郷 土研 究 」2巻3号 、1914)。 そ の学 問 はの ち にた しか に彼 に

よって興 されるが、当面 まだ名 前が なか ったの であ る。彼 は最終 的 にそれ を 「日本 民俗学 」

と呼ぶ こ とにな るのだが 。

ジ ュネー ヴか ら帰 っ た柳 田は、年 若い民 族学徒 岡正 雄、 お よび岡 の友人 の少壮研 究者 た

ち(有 賀喜左 衛 門、 田辺 寿利 、奥 平武 彦、石 田幹之 助)と 雑 誌 「民族 」(1925-29)を 発 行 す

る。 これがつ ぶれ たの ち、折 口信夫 らを中心 に 「民俗 学会」が作 られ、 「民俗 学」(1929-33)

とい う雑 誌 が 出 され るが(こ れ に柳 田は一 切 関与 して いな い)、 これ も またの ち の 「民俗

学 」「民 族学」の双方 が加 わ る構 成 だった。

柳 田の還 暦 の祝 い に 「日本 民俗 学 講習会 」が 催 され、 「民 間伝承 の会 」設立、 機 関紙 「民

間伝承 」が創刊 された昭和10年(1935)に 、 「日本民 俗学 」は確 立 した と言 える。

実 は、 日本 の 「民族 学」の確 立 も昭和10年 なの であ る。 この年 に 「日本民 族 学会 」が 設

立 された。 人類学 会が 、生誕 時の 自然 ・文化両 人類 学、考 古学 を含 んでい た曖昧 な混 沌か

ら、 自然人類 学 の学会 に純化 して い く過 程で 、 まず 考古学 が分 かれ、 それ か ら大 正末 ・昭

和 初期 を通 じて文化 人 類学 の部 門が 自立 を した、 とい う大 きな流 れが そ こ にあ る。 そ し

て、学 名 もまたそ の と きに ほぼ確定 した。

結果 か ら見 れ ば、柳 田 に よる 「民俗 学」の独 占が 行 なわ れた、 と も言 え るだ ろう。民 俗

学 徒 は柳 田門下 ばか りとな って しまっ た。彼 とは異 な るアプ ローチ を して いた折 口や渋 沢

敬 三 も、柳 田に 師事 し、柳 田 をあ くまで立て てい たのだ か ら。

彼 の学問 は よ く 「柳 田学」と言 われ る。 そ の ように、 また は少 な くとも 「柳 田民俗 学」と
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呼ぶ のが正 しい。彼 の 人格 や興 味が色 濃 く投影 され てい るのだか ら。 あ るい は、み ずか ら

も言 っ てい る よ うに、「新 しい国学 」と呼 ぶの もいい。 それ は この学 問 の本 質 をみ ご とに

言い表 してい る。

「柳 田民俗学 」が 日本 の学問体 系 の中で曖 昧 な位 置 しか 占め られない のは、 それ が 「移植

学 問」で ないか らで ある。柳 田が みず か らの試行 錯誤 の うち に到 達 した もの で、 内発 的 な

形 成 を遂 げて い るのだ。西 洋 の刺 激 は形成 に力 があ った。決 定的 な役割 を果 た した と言 っ

て よい。 しか しそれ は、神 道 と仏教 の関係 に譬 え られ よ う。 の ちに 「神 道」と して体系 化

を遂 げる ものは、 む ろん仏 教移 入以 前か らあ ったの だが、仏 教 の刺 激 に よって、仏 教 にな

らって体 系 を得 たので ある。

柳 田 自身が示 した 「民俗 学」の定義 は、 「民族 の内省 の学 」であ る、 とい う もの だ。彼 の

「民俗学 」には、 きわだ った四 つの特徴 が ある。

1.経 世済 民

「学 問 は生 活 の実 際上 の要 求 に役 立 たぬ様 で は、 始 め る甲斐 が無 い とまで思 って居 る」

(「婚姻 習俗語 彙」序 、1937)柳 田 は、「学 問救 世」を説 き、「なぜ に農民 は貧 な りや」とい う

問い を発 して、 「私 たち は学 問が実 用 の僕 となる こ とを恥 と して い ない」と断言 す る(「郷

土 生活 の研 究法 」)。強い倫 理性 が 「柳 田学」の特 徴 だ。柳 田 に対 して な され る、性 の問題

をなお ざ りに して いる とい う批判 は ま さ しく当 たって いるが 、そ の態度 の よって くる由来

は こんな ところ に もあ ろ う。「士 大夫 の学 問」な どと言 われ る所 以 で もある。

2。民俗 資 料の三部 分類

彼 は民 俗資料 を三つ に分 けた。(1)目 の採 集 に よる もの。 旅人 で も採 集 で きる もの。 生

活外 形、 生活技 術誌 、有 形文化 が これ であ る。(2)耳 の採集 に よる もの、寄 寓者 が採集 で

きる もの。言語 の知 識 を通 して学 び える もの。言 語芸術 。(3)心 の採集 。 同郷人 の採集 と

名つ くべ きもの。生活 意識 、心意 諸現象 。

そ の上 で、 この第3部 を もっ と も重要 だ と考 える。 そ して この部 門は、行 きず りの旅 人

や わずか の間 その土 地 に住 んだ者 には感得 しが た く、 その土 地 に育 った者 に しか真 に捉 え

られ ない として、 同郷 人 の報告 を重 ん じた。村 の者 が みずか ら考 え、書 き記す こ とが必 要

で あ り、 その ため に村 に住 む人 々の うち志 ある者 を組織 しよ うと したの であ る。

この第3部 を、 ただ単 に民 間信仰 な どと考 えて は な らない。そ れ は倫 理や 世界観 、認 識
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や思 考 法な どを含 むの だ。 昭和9年 か ら12年(1934か ら37)に かけ ての 山村 生活 調査 で用

い られた 「採 集 手帖 」には、 「褒 め られ る若 者 ・女性 」「信 心 深 い青少 年」「義理 固 さ」「衰弱

感」「家 の盛 衰」「長生 の家 筋」「幸福 な家 」な どとい う調査 項 目が ある。 こ こまで知 ろ うと し

たので あ り、 これ は西洋流 の 「民俗学 」の補 足 しえな い範囲 であ る。

3.「 運 動」の性格

柳 田は む ろん学者 、 それ も博 識の 大学 者 であ るの だ が、 「社 会運 動家 」と して 見た ほ う

が、 彼 の学 問の特 質 を適確 に と らえ られ る。 「柳 田民俗 学」は 「社 会運 動」なの であ る。 は

た か らは 「小 学教 師た ち の組合 」と さえ見 え たか も しれな い。 上記 第3部 の採 集 の ため 、

地方 在住 の研 究者 ・報 告者 の組 織 が この 「運 動」の最 重要 課題 だ った ので あ る。 女性 に も

「民 俗学 」へ の参 加 を呼 びか け、組 織 した。 「地 方 に、僻 地 に住 む こ と」「女性 であ るこ と」

は何 ら欠格事 項 では な く、 そ れ どころ か特 権 的 に有利 な地 位 であ る とい う認 識 の大転 換、

大革 命 が人知 れず 敢然 と遂 行 され たの であ る。左 翼知 識人 が 「柳 田学」に流 れ込 む とい う

現象 も見 られ たが、 ま った く当然 の こ とで あ る。

「自ら知 らん とす る願望」を持 ち、 「答 えん とす る用意 」を備 え、 「目標 は現実 疑問 の解答

に」置い て、「好 事家 と割拠 の弊」を排 し、「利 他平 等」に 「相互 連絡 と比較 調査」によって 、

「眼 前の疑 問へ の解答 」を 「帰納 に よる当然 の結論 」と して導 き出す 。 これが 「柳 田民俗 学 」

で あ る。

彼 の 生家 は小 さ くて(み ず か ら言 う ところの 「日本 一小 さい家」)、二 世帯 が よ く暮 ら し

得ず 、嫁姑 の争 い のため、 長兄 の嫁 は二人 とも離縁 、 うち一 人 は 自殺 した。 のち に この悲

劇 を 回想 し、「民俗 学 のな さ」を嘆息 した とい うエ ピソー ドに、彼 の考 える 「民 俗学 」とい

う ものが うかが え る。 それ は よ りよい 生活 を 目指 す運動 であ り、精 神姿勢 で あった。

日本 の敗 戦 が 決 まっ た と き、 日記 に 「い よい よ働 か ね ば な らぬ 世 に な りぬ 」と書 き、

8月15日 には 「大詔 出づ 、感 激不 止 」と書 く。 彼 は た しか に 「ナ シ ョナ リス ト」であ っ た

が、 「ナ シ ョナ リズム」の 語 義 を汚 さな い ナ シ ョナ リス トだ った の だ。 そ して戦 後 に は、

新設 の社 会科 に 「民俗 学」の方 法や 成果 を入 れ よう とし、 教科 書 の編纂 に乗 り出す。 国語

教科 書 の編 集 に もあた ってい る。 このあ た りは彼 の面 目躍如 で、柳 田論 で は決 して落 と し

て はな らない部分 だ。

「野の 学問 」であ る 「柳 田民俗 学 」は、 この よ うな もの と して、 ア カデ ミズム であ る 「民

族学 」とか 「人類 学 」な どでな く、 た とえ ば中西悟 堂 の 日本野 鳥 の会 や柳 宗悦 の 民芸 運動
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な ど と並 べ考 察 され るべ きなので ある。

4.語 彙 を手 がか りにす る方 法

「我 々 の頼 む所 は 同郷 同族 人 の理解 と、用 語 に対 す る至 っ て精緻 なる知 感 とで あ った」

(「生 と死 と食物 」、1933)。 「言 葉 に よって一 国 の民 間伝 承 を採 集 し保存 し、 比較 し又 整理

す る とい う我 々の方 法 は、今 日の所 謂民 族 学 と、 日本 民俗 学 とを区 別す る、 最 も明 瞭 な

る 目標 と思 われ るに も拘 らず、 自分 の知 って居 る限 りに於 いて は、 他の 国々 ではそ の各 自

の フ ォル クス ク ンデ を記録 す る に際 して、 こち ら程熱 心 に此方 法 を採用 しよ う としない」

(「セ ビオの方法 」、1938)。

「こ とばの聖 」と評 した 人 もあ った くらい、柳 田 は言葉 に こだわ った。 そ れ には 固有名

詞 を普通 名詞 で解 く彼 一流 の方 法論 も含 まれ るが(「説話 の 内容 は常 に史 実で は無い 」と喝

破 す る鋭 いテ ーゼ。少 し意味 は違 うが、 固有 名詞 を掲 げず に書 い た 「明 治大正 史 世相 篇」

も想起 される)、 わ けて も、民 俗語 彙 の採集 に力 を入 れ、 それ を手 がか りと して研 究 を進

め る とい う独特 な方法 が特 徴 的 だ。 そ して昭和10年(1935)以 来 「分類 民俗 語 彙」を刊 行

してい き、 それ は最 終的 に 「総合 日本民 俗語 彙」全5巻(1955-56)に ま とめ られた。

お そ ら く、 大正8年(1919)末 に官 を辞 し、 最初 の3年 は内 外 を旅 行 を させ る とい う条

件 で朝 日新 聞に入社 して、沖縄 旅 行(こ こか らの帰 途 に、 国際連盟 委任 統 治委員 に なれ と

の話が電 報 で飛 び込 んで きた)に 出た ときに、「前 史」が終 わ り、 後世 の知 るあ の 「民俗 学

者柳 田国男」に 向けて の重大 な一 歩が踏 み 出 され て いたの だ ろう と思 う。 しか し、そ れ を

決 定的 に したの は、 「ジ ュネー ヴ体 験」(1921-23)で あ る。

大正11年12月9日 付佐 々木 喜 善宛書 簡 には、 「私 は国の為 に こん な不 似合 な仕事 の為 に

≡:年越 の大 切 な月 日を何 もせず に こ こで くらしてい る 此 だ けの分 は何 が何 で も定 命 よ り

長生 をさせ て貰 わね ばな らぬ」と書 い てい る。出発 前 にす でに我 が行 く道 を見つ けて いた

人 の言 と聞 くべ きだ。 も う若 か らぬ 自分 の歳 を数 え、 これ か らせ ね ばな らぬ多 くの こ と

ど もを考 え て、滞 欧 を無為 の 月 日と観 じて漏 れ た言 葉 だが、 いか に孤独 で不如 意 な生 活

だっ たにせ よ、柳 田 は機 会 を逃す 人で はな い。そ もそ も朝 日新 聞社 に願 い 出た3年 の旅 の

期 間 には、 「兼 ての 望み だ った太 平 洋諸 島 の巡歴 」を し よう と も考 えて い た、 大正7・8年

(1918-19)ご ろ には、弟 松 岡静雄 を助 け て 日蘭 通交 調査 会 を作 り、 オラ ンダ語 を習 い 、辞

書 まで編 も うと し、 イ ン ドネ シアの こ とを しき りに調べ て いた彼 では ないか 。「外 交官 に
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なっ て見 よ うか と思 う」な どと 日記 に書 いて もいた し(大 正7年)、 若 い 頃は、 船の 中で読

め る し、 外 国へ も行 け るか ら、 「学 資の い らな い商船学 校 へ行 って 船長 に なろ うか と考 え

た」(「故 郷七 十年 」)人 だ。 その通 り、 渡欧 の船 の 中で は よ く本 を読 ん だ。 その書 目に は、

有朋 堂 文庫 、 「燕 石 雑志 」な どに混 じっ て、「ザ メ ンホ フ伝 」もあ る。上 海 で は 「ピジ ンイ

ング リシュ」の本 を買 って もい る。 ど うしてそ んな もの を?

彼 は委員 会で 、言葉 の 問題 に直面 してい た。 「どんな事 柄 で も即 座 の応酬 が 出来、 怒 り

も喜 び も 自分 の言葉 と同様 に、 隠れ た隈 も無 く表 出 し得 るよ うにな らぬ 限 り、 結局 は…我

語 を用語 とした国 に一籌 を輸す る こ とになる。負 け に行 くよ うな もの だ」。 「言 葉が根 本 の

問題 だ とい うこ とを、痛切 に考 えず には居 られ なか った」(「ジ ュネー ブの思 ひ出」)。

む ろん、 必要 な フラ ンス語 の稽 古 をお ろそか に は しない。 「小説 にあ るよ うな露 国の零

落 した婦 人 にフ ラ ンス語 を学 んで い ます」(大正10年7月16日 付 佐 々木喜 善宛書 簡)。 しか

しその英仏 語 で困難 を感 じてい た彼 は、エ スペ ラ ン トに 「希望 」を持 った。

彼 が入 っ てい たエ スペ ラ ンチス トの会 は 「ス テ ロ(星)」 とい っ た。 「ステ ロの会 員 に は

貧乏 な人 が多 く、多 くは又 婦人 です、 私の先 生 は シニ ョリノ ウマ ンス キ、オ デ ッサ 生れ の

露 人 です フラ ンス語 と両方 の教 授 で生 活 して 来た 人で す、年 は私 くらいで 文章 は 中々上

手 です 其他 にフ ラ ンス語 の先生 がハ ンガ リー人 、昨 年の先 生 は露人 に嫁 したボエ ミヤ人 、

女 中 もボエ人 を置い て い ます、 純粋 の ジェヌ ボア は仏 人 とよ く似 て 附合 を好 まず、 た ま

た ま近 よって くる人 は多 くは気 の毒 なイス ラエ リッ トで す」(大正11年12月9日 付 佐 々木

喜 善宛書 簡)。 エス ペ ラ ン トの大 会 に も参加 し、佐 々木喜善 に写真 を送 る。 「四月 の四 日に

ヴェ ネチ ヤ で うつ しました、場所 は世 界で も尤 もうつ くしいサ ンマ ルコ大寺 の 門前 で仲 間

は皆 エスペ ランチス トで す 右 の大 きい の がチ ェ ッコス ロバ キヤ の 人 ロマ ダ他 の 二青 年 は

ハ ンガ リヤ 人、 二人 の姉 妹 は此 町 の娘 です 、エ スペ ラ ン ト大会 の特 志 案 内役 で した 今 に

なっ ては夢 の ような記念 です 」(大正12年6月16日 付 書簡)。 「私 は 「エ スペ ラ ン ト」の方 か

ら 日本 の文章 道 を も改 良 し得 る とさ えお もってい ます」(大正12年1月7日 付佐 々木 喜善宛

書 簡)と も書 く。

ジュネー ヴ大学 に聴講 に通 い、 ピ ター ル教授 の人類 学 の講 義 を聴 いた。そ こで ドーザ の

「言語 地 理学 」を知 った。 「蝸 牛考 」(1930)で 示 され た名 高 い 「方 言周 圏 論」は、 この よ う

な刺 激 を受 けて成 った のであ る匚*5]。

5 W.A,グ ロー タ ー ス 「『蝸牛 考 』の ふ る さ と」、 「定 本 柳 田国 男 集」月報35、 筑摩 書 房 、1971。
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帰 国後の柳 田の ひ とつ の顔 は、方言 学者 で あった。 前身 の方言研 究会 や東京 方言 学会 で

も主宰 者 の一人 であ ったが 、昭和15年(1940)に 日本 方言 学会 が創 立 され る と、そ の初代

会長 にな った。上述 の言 葉 をよ りどころにす る方 法 、民俗語 彙 の体 系 的収集 が始 まっ たの

もこの時期 、 昭和3年(1928)の 春 か らで ある。 地名 につ い て は明治 期 よ り研 究 してい た

けれ ど も。 国語 学 に関す る論考 が 出て くるの も昭和期 で ある。

1922年 の委 員会 で、 国 際連盟 委任 統 治委 員会 の 委員 は休 会 中 にめ いめ いが課 題 を持 ち

帰 り、 そ れ を調 べ て報告 す る こ とにな った。柳 田 の報告 は翌年行 なわれ たが 、「委任 統 治

領 におけ る原住民 の福 祉 と発展 」とい うテー マで、 この 中 には、原住 民 の言語 や教 育 をめ

ぐって 、か な り重要 な認識 が示 され てい る。原住 民 の ことばの ほ うが語 彙や 文法 に類 似性

が あ るので学習 しやすい 、原住 民 と支 配層 の 問に立つ通 訳 な どの特 権 グル ープ を生 み 出さ

ない、 な どの利 点 をあ げて、 「ヨー ロ ッパ語 の かわ りに原 住民 の一 、二 の こ とば を共 通語

として採用 す る」こと を推 奨 し、 「原住 民 の子供 に国歌 や歴代 皇 帝 の名前 を強制 的 に覚 え

させ る とい った あ ま りに も国家 主義 的な、 二つ の人種 の 同化 だけ を 目的 とした類」の教育

でな く、「彼 らが アフ リカや太 平洋 の広 大 な地域 と入 類 の長 い歴 史の なか で 占め る位 置 を

理 解」して、「彼 らの個 々の存 在 やそ の存 在 意義 を 自覚す る」た め には、「上 手 に系統 立 て

られ た歴史 や地理 の教 育」が必要 だ と指摘 してい る。 また、福祉 の対 象 として考 え られ て

い るcommonpeopleと かcommonbodyは 、原 住民 か ら混 血児 ・外 来者 ・首長 や重立 ち ・通

訳 な どヨー ロ ッパ語 を話 せ た り特別 な教 育 を受 けた 階層 をはず した 残 りの大 多 数 であ っ

て、 「柳 田民 俗 学」で重 要 な概 念 とな って い る 「常民 」と重 な る。つ ま り 「常 民」概念 が こ

の報告 か ら始 まってい る ことを、岩本 由輝 は指摘 してい る[・6]。

ヨー ロ ッパ の、特 に ドイツや スイス の民俗 学会 の活動 に触 れ た こと も大 きかっ たろ う。

バー ゼル大学 の ホフマ ン ・クラ イヤーが 中心 にな って、「独 逸民 間伝承研 究 団連合 」は 「民

俗 学書 誌」を刊行 して いた。柳 田文庫 にある 「1917年 度民俗 学書 誌」(1919)「1918年 度民俗

学書誌 」(1920)は 、 当時現 地で購 入 したの だ ろう。協 同の力 を信 じ、生 涯 にわた ってそ れ

を推 し進 め た柳 田は、 「民俗 学 」が 大学 に講 座 を持 つ学 問 であ り、学 会 が組織 され、 機 関

誌 の みな らず この よ うな書誌 も刊 行 し、協 力 して事典 類 の編 纂 を行 なって い るの を見 て 、

自信 を得 た ので はな いか。 「道 楽 の学 問」か らの脱皮 が ス イスで 果 た された と考 えて よか

ろ う。 の ちに よ く利用 した ボルテ とマ ッケ ンゼ ンの 「民 譚語 彙(昔 話 語彙)」(「ドイ ツ昔話

6 岩本由輝 「もう一つの遠野物語」、刀水書房、1994。
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辞 典」第1巻1930/33・ 第2巻1934/40)は まだ 出てい なか ったが 、 ボル テ とポ リフカの 「グ

リム の御 伽話 細註 」全5巻 は当時 ち ょうど刊 行 中で、 第4巻(1930)・ 第5巻(1932)は 未刊

だ ったが 、第1巻(1913)・ 第2巻(1915)・ 第3巻(1918)は 滞 欧 中 に入 手 で きた。 伝 説 に

は昔 か ら関心 があ った けれ ど、彼 が昔 話の研 究 を始め るの は昭和期 で あ る匚*7]。

40代 後半 の独 居 で孤独 だ ったか も しれ ない異 国暮 ら しだが、 時代 と して も年 齢 として

も よい時期 に 「留 学 」した ものだ と思 う。彼 の 中で はい ろい ろな ものが 発酵 してい たの で

はな いか。大 正11年12月9日 付 の佐 々木 喜善宛 書簡 で は、「此 頃 フラ ンス語 に熱心 になっ

て、若 い洪牙 利生 れの猶 太婦 人 を相 談相手 に 「嫁 の 田」の話 を書 いて い ます 」と伝 え る(同

年 の 日記 の12月1日 条 には 「ウナ リ考」を仏 文 で書 く気 に なる とあ る。 さま ざま な刺 激 を

受 けて書 かず に はい られ な くなった柳 田の姿 を認め るべ きだ ろう。

ここではた と気づ く。 この手 紙 を含 め、 上 に引い た手紙 の中 に出て くるの は、 ほ とん ど

東 欧 ・ロ シアの人 ばか りであ る。彼 の ジュネー ヴ滞在 時の 日記 を見 る と、東 欧の影 がそ こ

ご こに差 してい る。 「セ イケ イ」とい うハ ンガ リー 人 と知 り合 い、彼 が ア メ リカへ 渡 る ま

で の問 同居 させ てや って い る。バ レ ・リュス(ロ シア ・バ レエ 団)の 公演 を見 に行 った り、

オルテ ンの よ うな田舎 町 でバ ラ ライ カの 演奏 を聞 きに行 って もい る。 それ まで の人 生 で、

と りわ けて東 欧や ロ シアに関心 を持 ってい た人 では ないの に。

帰 国直 後 に著 され た文 中 に も、東 欧へ の 言及 が時 折見 られる。 た とえ ば、「政 治 は芝居

よ りも面 白い」例 と して、 「或 は 日本 に好 意 を持 っ て居 る洪 牙利 の 内政 の如 き、 簡単 な新

聞電 報 だけで も、尚あわれ に花 やか なロー マ ンス を繙 く感が あ る」(「普通 選挙 の準備作 業」、

1924)。 あ る いは 「チ ェ ッコ ・ス ロバ キ ヤやバ ル カ ンの国 々 な どで は、 入 っ て来 る たび に

入種 が別 であ って、 ス ラヴ種 農民 が ぱ ら りと入 って処 々に村 を建 てたあ とへ、 五十年 百年

して今度 は西 の方か ら独逸 人が、 空隙 を見 かけ て入 って住 む とい う ように、異 な った社 会

が市松 に まじって入 る為 に、今 日も厄介 な問題 ばか り起 すが 、幸 いに 日本 で は古顔 も新 顔

も、 行 く行 く一 つ になっ て交際 し得 る同胞 であ った故 に、今見 る とこれ が一 団に見 える と

い うのみ であ る」(「日本農 民史 」、1926)。 「黄 白 とい う類 の人種 差 別 な どは、 考 えれ ば考

える ほ ど怪 しい もの だ。彼 等謂 う所 の蒙古 人 とは全 体何 で あるか、 韃靼 は欧羅 巴 に入 って

今 の露 国の要部 を為 し、 ラ ップや フィ ンも早 くか ら其一 隅 に住 ん で居 た。洪牙 利人 はア リ

7 高 木 昌 史編 「柳 田国 男 と ヨー ロ ッパ 」、 三 交社 、2006。
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ヤ ン種 の真 中に国 を作 り、 血 は半 ば化 して言 語 と思 想 には古 い伝 統 を保 って居 る。… 之 と

対立 して波斯 に も印度 にも、 も と白人 と同種 と称す る人 民が多 数 に居 て、 是亦甚 だ しく差

別せ られ て居 るの であ る」と述 べ、 厂要す るに種 族 の抵触 は政 治 で あっ て、種 の異 同 に基

くもの で はなか った の であ る」と喝破 す る。 「我 々が 白人 の跋 扈 と名付 た もの も、 実 は単

に白人 国の 中に ばか り、跋扈 し得 る力 ある 国が あった とい うこ とを意味 す るだ けであ る。

前 には班葡 蘭英仏 、後 には 白独 米 な ど と、要す る に一時覇 を とな えた一又 は二 の国民 のみ

が、其威 力 を各方 面 に振 った迄で、[…]近 隣 の国民 た ち も寧 ろ大か小 か被 害者 の側 に立 っ

て居 る位 であ る。 例 えば東欧 羅 巴のあ われ な住 民 な どは、我 々の 目か ら見 れば等 し く白人

だが 、有色 人 をい ぢめ殺 した責任 は、他 の大 国民 と分担す る わけ に行 かぬ のみ か、彼等 自

身 も亦被 害者 の 中で あ る」(「青 年 と学 問」)と い うふ うに、東 欧通 ぶ りが うか が えるの だ。

東欧 で はないが、 や は りヨー ロッパの辺境 で 、 ロシアか ら独 立 した ばか りの フィ ンラ ン ド

につ い て も、 「フ ィ ンラ ン ドの学 問 」(1935)な どで何 度 も紹介 してい る。新 渡戸 稲 造 の国

際連 盟時代 の随筆 「東西 相触 れ て」に、 ポー ラ ン ドや チェ コにつ い ての言 及が 多 いの も思

い合 わ され る。 あ る意味 で 「東欧 の時 代」、西 欧 に向 けて東 欧 が溢 れ 出 した時代 で あ った

の だろ う。

そ して、 ユ ダヤ人 で あ る。 自覚 も して い た よ うだ が、彼 の周 りに はユ ダヤ入 が多 か っ

た。 オ デ ッサ はユ ダヤ 人が 人 口の3分 の1を 占め てい た よ うな町だ か ら、 ウマ ンスキ ー刀

自 もそ うか も しれ な い。19世 紀 の末 、東 欧 のユ ダヤ 人が 起 こ した二 つ の影 響 の大 きい運

動が あ った。 ひ とつ はポー ラ ン ドとリ トアニ アの境 の町 に生れ たザ メ ンホ フの考 案 した国

際語 エ スペ ラ ン ト、 も うひ とつ は ブダペ ス ト生 れ のヘ ル ッルの 唱 えた シオニ ズム であ る。

この 二つ ともに柳 田 は強い興 味 を示 してい る。

エ スペ ラ ン トについ ては上 述の通 りであ る。 この 運動 に もユ ダヤ人 が多 かっ た。柳 田 と

も交 渉 があ り、 国際連 盟の 公認 を得 よ うと活 動 して いた プ リヴ ァ博士 もユ ダヤ人 だ った。

もうひ とつ の シオニズ ムは、 その 目標の 地パ レスチ ナが ま さに柳 田 の所 属 した委任 統治 委

員会 の熱 いテー マで、彼 自身パ レスチ ナ視察 を外務省 に願 い 出たほ どであ る。 この旅行 は

残念 なが ら役所 一 流 の事 な かれ 主義 の た め実現 しな か ったが 、彼 は滞在 中、 ラムブ ラ ン

「猶 太禍 論」、 レオ ンラヴ ィゾ ン 「史上 の猶 太人 」、 「ロシア に於 ける猶太 人 」な どを読 んで

い た。帰 国後 の大正13年(1924)に は、 国際連 盟協 会で 「猶太 人 の問 題 」を講 演 してい る。

「民 俗学 者」柳 田国男 の背 後 に はそ うい う経験 や 知識 があ る こ とを忘 れて は な らない。 時

代 の 「イ ンターナ シ ョナ リズ ム」を彼 は背負 ってい る。
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スイス に、 ジュ ネーヴ に暮 ら した こ とは幸 いだ った。 山の 中の小 国で あるの に、視 野の

狭 窄 に陥 らな い。 山間で はあ って も辺境 で はな く、国際 的 な中心 であ る。 大 国や辺境 で は

こうはい かな い。東 欧やユ ダヤ 人を偏 りな く身近 に感 じられ たの は、時 と場 所 と人 を得 て

い たか らであ ろ う。

「柳 田学 」は、 開化 し きって民俗 に貧 困 な西欧 とかわ り、民 間伝 承 が豊 富 にあ り、 かつ

自他 民族 を研 究 す る便宜 も能力 も備 えた 日本 が フォー クロ ア とエ スノ ロジーの婚 姻す る場

で ある と信 ず る もので あ った。歴 史へ の傾斜 も特 徴 だが 、そ れ は 「固有名 詞 の ない歴 史」

の こ とで あっ た。戦 問期 の 東欧 と、明 らか に一 脈通 じる もの を持 ってい る。

女 婿の 堀一 郎 に よる と、終 戦 後 のあ る 日、柳 田は こ う語 っ た。「私 はね、消 えてい くも

の には消 えてい くだ けの理 由が あ り、 それ を元 へ返 せ な どと考 え たこ とも云 った こと もな

い。 しか し今 度 は違 う。 滅 んで は な らない もの、滅 ぼ され て はな らない ものが ある」。 敗

戦 によっ て 日本 人の これ までの信仰 が顧 み られな くな るの を憂 えた ので ある。 そ して、新

国学談 と題 して 「祭 日考 」(1946)「山宮 考」(1947)「氏神 と氏 子」(1947)を 矢継 ぎ早 に刊行 し

た。 同 じ く堀 は、晩 年の柳 田が 「惜 しい こ とを した。昔 話や 方言 な どに熱 を上げ る ん じゃ

なか っ た。 もう時 間が足 りない 」と口癖 の よう に言 ってい た こ とを伝 え る[・8]。日本人 は

どこか ら来 たか とい う問題 を扱 った最 晩 年 の著 作 「海 上 の道 」(1961)は 、沖 縄へ の思 い

を こめて 、彼 自身 は学 問的 で あろ う と した に も関わ らず、 きわめ て詩的 で ある。 それ は、

ジ ュネー ヴへ 立つ 直前 の 「海南小 記」の旅 や、 の ちに藤 村 の詩 となった こ とで有名 な、 新

体 詩 人の ころ、 伊良 湖岬 に流 れ着 いた椰 子 の実 を拾 ったエ ピソー ドと呼応 して、彼 の 「民

俗 学 時代 」をは さみ こむ。 柳 田 国男個 人 に とっ て、 帰 国か ら敗 戦 まで の 「日本民 俗 学」の

時 代が どの よ うに考 え られ るべ きか、 これ もまた ひ とつ のテ ーマで ある。

匚ひ らが えいいちろ う ・島根 ト.ランシル ヴァニ ア協会]

8 堀一郎 「柳田国男 と宗教史学」、後藤総一郎編 「柳田国男研究資料集成」13所 収、 日本 図書セ ンター、1987。
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